
                         

20190312 八洲学園高等学校 

 

文部科学省推進事業 2018 年度「高等学校における次世代の学習ニーズを踏まえた指導の充実事業」 

『支援を要する子どもたちに対しての就労支援の取り組み研究』報告書 

 

 

本研究は 2017 年度「多様な学習を支援する高等学校の推進事業」の『支援を要する子どもたちに対して

の就労支援の取り組み研究』の 2年目の取り組みとして、3年目（2019 年度）の完成年度を見据え今年度

の研究をおこなう。 

 

 

 

①第 1回検討会議を 2018 年 9 月 28 日（金）10 時 00 分から 12 時 00 分  

八洲学園高等学校 横浜分校にて実施。 

【実施内容】 

⑴校長挨拶 

⑵2018 年度の取り組み内容の確認・今年度の取り組み予定の説明 

⑶外部アドバイザー・八洲学園高校担当者、その他教員紹介 

⑷検討会議  

 〇八洲学園高等学校より研究案実施報告（堺） 

 〇外部アドバイザーからの助言 

 〇その他 

⑸出席者名簿 

 

氏名 現職 

伊藤 京子 公立学校共済組合関東中央病院 精神科精神保健福祉士 作業療法士 

東鬼 裕子 スクールソーシャルワーカー、就労支援コーディネーター 

林尻 悟 一般社団法人 障がい者・高齢者じりつ支援機構 代表理事 

松隈 信一郎 ㈱マイルストーン代表 

森下 優子 立正大学キャリアカウンセラー  

吉田 稔 一般社団法人 障がい者・高齢者じりつ支援機構 施設長兼サービス管理責任者 

  

林 周剛 八洲学園高等学校 校長 

多田 浩之 八洲学園高等学校 教頭 

南條 将範 八洲学園高等学校 教頭 

五味 美和 八洲学園高等学校 進路指導部長・町田分室兼みのり高等部主任 

花田 久仁彦 八洲学園高等学校 教務部長 



吉田 洵 八洲学園高等学校 教諭 

寺西 美加子 八洲学園高等学校 教諭 

熊谷 憲子 八洲学園高等学校 横浜分校主任 

豊田 のぞみ  八洲学園高等学校 教諭 

岩谷 彰太 八洲学園高等学校 教諭 

東野 優希 八洲学園高等学校 教諭 

奥村 文菜 八洲学園高等学校 教諭 

三谷 愛美 八洲学園高等学校 教諭 

石塚 理恵 八洲学園高等学校 総務部長・池袋キャンパス主任 

平井 美穂 八洲学園高等学校 生徒指導部長 

木本 美奈子 八洲学園高等学校 教諭 

土屋 しのぶ 八洲学園高等学校 新宿キャンパス主任 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【関西実施報告内容】報告者 寺西美加子教諭  

毎週火曜・木曜平均週 3時間   40 時間（前期）／40時間（後期） 

 

初めに 2017 年度に取り組んだ研究内容を再度確認し、2018 年度に取り組む内容と年間のスケジュールの

確認をおこなった。次に 2017 年度の取り組みで完成した 2017 年度案をもとに実施した 2018 年度前期の

実施報告をおこなった。 

 

以下、下表の左側は 2017 年に作成した予定案、右側は実際の生徒の様子を見ながら現場での判断を加え

ながら実際に実施した 2018 年度前期の実施案である。2018 年度の取り組みは、本研究の 1 年目の労働

者・採用される側の体験を通し、慣れるまで反復練習をおこなうことで、苦手意識を克服し、その活動の

中で自己肯定に繋げていくということを目標におこなった。 

 

 

  2018 年度 前期実施予定案    2018 年度 前期実施内容 

1 座学 学習スケジュールの確認 1 座学 
自己紹介・今後の流れ説明・

１年間の目標作成→発表 

2 

座学 

働く意味を学ぼう 

・何のために働くのか 

・経済の仕組み 

2 座学 自分の歴史 

3 3 体験 これからの未来 

4 4 座学 
日々の行動から職業興味を考

えよう 

5 5 座学 生き方・働き方を考えよう 

6 6 座学 自分の長所を見つけよう 

7 7 座学 職業を知る 

8 8 座学 職業を知る 

9 
体験 名刺作り 

9 座学 職業を知る 

10 10 体験 職業を知る（まとめ） 

11 体験 名刺交換練習 11 座学 お金を使う 

12 

キャリアカウンセリング 

12 座学 マネープラン 

13 13 座学 
マネープランまとめ・正社員

とフリーター 

14 座学体験 就職活動の方法と流れ 14 体験 面接マナー・挨拶 

15 

体験 

企業説明会参加準備 

・電話での申し込み 

・挨拶練習 

・企業研究 

15 体験 面接練習 

16 16 座学 
就職までの流れ確認・今後の

流れ説明 

17 17 座学 求人票の見方 

18 18 座学 求人票の見方続き・現状分析 



19 19 体験 
ストレス度チェック 

ストレスマネジメント 

20 20 体験 コミュニケーションスキル 

21 体験 企業説明会最終準備 21 体験 文書・チラシ作成 

22 体験 企業説明会 22 体験 文書・チラシ作成 

23 体験 企業説明会参加回顧 23 体験 会社名決定・履歴書の作成 

24 体験 回顧発表会 24 体験 
志望動機の書き方・履歴書完

成 

25 キャリアカウンセリング   25 体験 履歴書発送 

26 キャリアカウンセリング   26 体験 

採用試験対策 

ビジネスマナー 

（席次と挨拶） 

27 座学 採用試験準備開始 27 体験 
採用試験対策 

ビジネスマナー（敬語） 

28 
体験 履歴書作成 

28 体験 採用試験対策 

29 29 体験 採用試験対策 

30 体験 応募書類作成・発送 30 体験 採用試験対策 

31 体験 面接練習 31 体験 名刺 

32 体験 面接練習 32 体験 名刺 

33 体験 面接練習 33 体験 採用試験対策 

34 体験 面接練習 34 体験 採用試験 

35 体験 
筆記試験対策 

35 ケア キャリアカウンセリング 

36 体験 36 ケア キャリアカウンセリング 

37 体験 業務体験 37 体験 お茶の入れ方・出し方 

38 体験 業務体験 38 体験 インタビュー 

39 座学 まとめ 39 ケア キャリアカウンセリング 

40 座学 まとめ 40 座学 内定通知書・前期まとめ 

 

 

2018 年度前期に実施した内容の詳細は以下の通りです。 

1 

高校生活で頑張りたいこと・目標（勉強・学校行事・放課後の活動）を記載させ、１人ずつ発表した。雰

囲気も良く、一人一人しっかり発言する事ができていた。体力がないので、体力をつける、遅刻や欠席を

せず、学校にしっかり通う、という目標が目立った。プリントはそれぞれファイリングさせて、ファイル

は回収した。 



2 
担当教諭の 27年間の歴史を PPで解説した。プラス思考の思い出がなかった。自分開こうとするためにマ

イナス考えを皆で言い合えたということは大きな進歩だと思った。 

3 10 年後、20 年後、30 年後等、それぞれが思い描く人生像について考えた。 

4 高校卒業後の進路について考えた。 

5 生き方・働き方・働く意味に関して、意見交換をした。 

6 
自分の長所について考え、今までの生き方を振り返った。自分のアピールポイントについて、各々まとめ

発表した。 

7 様々な種類の職業について調べ、学習した。 

8 興味を持った職業を１つ選び、各自詳細を調べた。調べた事を発表。 

9 
職種の分類（１１種）を一つ一つ確認し、どんな仕事があるか、やりがいや大変なところ、自分には何が

向いているか、またその仕事につくには、今何をすべきか話しあった。 

10 ３時間のまとめ：発表形式 

11 
生活の中でのお金の流れを知るとともに、家計について学び、支出の割合について、意見交換をした。ア

ルバイトをする中での経験や感じた事も話してくれた生徒も現れた。税金や社会保険の話にもふれた。 

12 
前回の続き。家計のバランスについて。生まれてから今までの人生で支出しているであろう費用を概算し

た。こんなにもお金がかかっているのに、このままで良いのかとショックを受けている様子であった。 

13 

正社員とフリーターの違い、税金や社会保険の話の続き、社会人になると必要になるお金の基本的な知識

を整理した。時間が少しあまったため、自分の長所と短所について、以前途中になっていたプリントに取

り組んだ。 

14 面接マナーと挨拶。挨拶練習。 

15 面接時に答える質問の回答を考えた。模擬面接を実施。 

16 
高卒求人・一般求人の就職までの流れを確認。また、今後の八洲設立の会社への入社計画を説明した。会

社名を募集中。 

17 
求人票の見方説明。実際の求人票を何社かみて、どういう条件を個人的に重視したいか、譲れない点は何

か、話し合った。 

18 
前回の続き。進学希望の生徒は、現状分析、将来の目標に向けて、今から何ができるのか、何をすべき

か、整理して共有した。 

19 ストレス度チェック。ストレスがなぜ起きるのか、ストレスの原因や解消法等、各々話し合った。 

20 ペアになり互いにインタビュー。中には消極的な生徒をひっぱって進めてくれる生徒も現れた。。 

21 耐震工事チラシづくり（word） 

22 耐震工事チラシづくり（word） 



23 
疑似会社名は、『株式会社 eight sandbar（ｴｲﾄｻﾝﾄﾞﾊﾞｰ）』に決定した。eight は八洲の八、sandbar は英

語で洲。履歴書の書き方、ルール等説明。 

24 
志望動機の書き方を説明、実践。今回は疑似会社のため、求人票の内容と志望動機書き方見本をみなが

ら、協力して作成した。 

25 
封書の書き方や郵便の送り方など、実際に記入しながら説明した。切手の種類の多さや第４種の存在に驚

いていた。発送準備まで完了。 

26 

採用試験の案内を渡した。採用試験落ちたらどうなるんですか？と質問があった。6月中に面接と簡単な

筆記試験を実施予定。筆記試験は、採用試験対策の授業で学ぶビジネスマナーから出題すると伝えた。席

次についての問題を解きながら、回答の理由を一人ずつ発表させるなど、コミュニケーションに重きをお

き、進めた。 

27 敬語について。敬語＋ことばづかい等。 

28 採用試験のための、面接対策を行った。 

29 採用試験のための、面接対策を行った。 

30 

面接対策を中心に行った。①あなたの通っている高校はどんな学校ですか。②高校時代、一番の思い出は

なんですか。③どんな社会人になりたいですか。の 3問を中心に考えた。色々アイデアはでたが、なかな

か文章にすることが難しく、苦戦しながら作成した。採用試験は、6月 28日（木）に決定。 

31 
名刺の渡し方、名刺作り 

名刺の持ち方、渡し方について学んだ。特に氏名の所を持ってしまうと、失礼にあたる点が驚いていた。 

32 

ロールプレイング 

実際に名刺を受けとる側、渡す側にわかれた。最初は戸惑っていたが、慣れるにつれてスムーズな渡し

方・受け取り方になった。 

33 
模擬面接。流れの確認と反復練習をおこなった。2人で、ホワイトボードに、面接で忘れがちなことを書

き出して、面接中にみることができるようにしていた。 

34 

採用試験。面接の本番は、みんな緊張していたが、しっかり話すことができていた。筆記試験も本番同様

入室から退室まで取り組んだ。終了後、振り返りをおこなった。大阪弁がでることとにやにやしてしまっ

たこと、椅子の座る流れを完全に忘れていたことなどが感想として挙げられらた。少し時間があまり、会

社のロゴマークを作成したいと提案があったので、作成を開始した。現在、作成中。 

7 月 12 日に内定通知を渡す。次回の授業は、キャリアカウンセラーの特別授業と伝えている。 

35 

①一人ずつ自己紹介（教卓の前に立ち、２～３分間スピーチ）→その後、スピーチをする時の気持ちのシ

ェアを行った。②以前藤井先生の授業で作成した名刺を用い、名刺交換。③３か月の学びの中で気が付い

た事、印象に残っている事等話し合った。 

36 
３限③の続きから。③“働く”“仕事する”ことにどんな風に感じるか、話し合った。②③ともに小島先

生の講義と並行しながら進行。頭の中を整理しながら、しっかり言葉にすることができていた。 



37 

実際にお茶の入れ方の動画をみながら、みんなでお茶をいれてみた。また、ロールプレイでお客様とお茶

を出す人に分かれて、入室から退室まで、反復練習した。思ったよりも難しいと感じることもあった様子

であったが、終始助け合いながら楽しそうであった。Cさんが修学旅行のお土産を Aさん、Bさんに買って

きて渡しながらお土産話をしている姿をみて、心が和みました。 

38 

実際に社会で働いている方に話を聞いてみようということで、今回は堀田事務長、清水さん、大東先生に

それぞれ生徒が約１５分間インタビューをおこなった。インタビュー前後で挨拶や自己紹介、お礼をいう

ことも皆しっかりできていた。インタビュー後に内容を共有したが、皆学びがあった様子で、それぞれ学

んだ事、今後実践したいこと等、話し合った。 

39 
①一人ずつ教卓の前で９０秒スピーチ。みんな前回よりリラックスして、話すことができていた。②前回

のキャリアカウンセリングの続き。 

40 

今までの復習を〇☓形式のクイズを用い復習した。ビジネスマナーの報告・連絡・相談の仕方に関して

は、複数質問がでた。内定通知書を渡した。ロゴマーク作りの続きをしたい様子で、最後の 10 分間は様々

な会社のロゴマークをみながら検討していた。 

 

出来るだけ予定案を実施するつもりでおこなっていたが、支援を要する生徒の精神状態は常に安定する

ものではなく、授業に入るまでの導入部分に多くの時間を費やす結果となった。また、個別での対応もそ

の都度必要な状況で、こちらの予定通りおこなうことはなかなか難しい状況があった。しかし、その反面

通常の授業とは異なり、学校のペースではなく、生徒の様子によっては予定より時間をかけたり、内容を

優しくしたりなど、生徒にとって無理の無い授業づくりをしたことで、全員が何らかの形でこの取り組

みに関わることができた事は大きな収穫だった。キャリアカウンセラーとの授業づくりも有意義で、教

員の視点のみでは見えなかったものやアプローチの仕方を学ぶことができた。支援を要する生徒たちは、

何らかの課題を抱えている生徒でその課題は複数あるのが当たり前の状況があり、授業で導く前におこ

なうべきことは多く、この点は後期案に積極的に入れていく必要性があると強く感じた。担当教諭の努

力もあり、何とか予定案から大きくそれること無く実施することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



以下、授業風景（インタビューとお茶）の写真。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



前期の実施内容を踏まえ見直した後期実施予定案 

 

 
 

 

後期実施予定初案と改善案

実施内容 備考
41 体験 入社準備 41 体験 入社準備 オリエンテーションも含め、後期の進め方を確認する。
42 体験 入社式参加 42 体験 入社式参加

43 43 体験
入社後の研修①（電話のか
け方）

44 44 体験
入社後の研修②（メモを取
る）

45 45 体験
入社後の研修③（名刺交
換）

46 46 体験
入社後の研修④（来客対
応）

47 座学 一般常識 47 ケア キャリアカウンセリング①
48 体験 親睦会参加 48 ケア キャリアカウンセリング②
49 49 座学 一般常識学習

50 50 座学
業務受注、業務内容など確
認

51 座学 業務受注、業務内容など確認 51 座学
役割分担、スケジュール確
認

52 座学 役割分担、スケジュール確認 52 体験
53 53 体験
54 54 体験
55 55 体験

56 56 体験

57 座学 57 座学 業務①回顧 良かった点、反省点、改善点など、共有する。

58 体験 58 座学 給与支給/給与勉強会 給与支給後、使用・運用・貯金について学ぶ。

59 座学 59 座学 銀行の役割/口座の作り方
60 体験 60 体験 八洲銀行に口座開設
61 61 体験
62 62 体験
63 63 体験
64 64 体験

65 座学 65 座学 業務②回顧 良かった点、反省点、改善点など、共有する。

66 体験 66 座学 冠婚葬祭マナー学習

67 67 ケア キャリアカウンセリング③

68 68 ケア キャリアカウンセリング④

69 69 体験
70 70 体験
71 71 体験
72 72 体験
73 73 体験
74 74 体験
75 体験 退職手続き 75 座学 業務③回顧 良かった点、反省点、改善点など、共有する。

76 体験 疑似通貨の清算 76 ケア キャリアカウンセリング⑤ 必要に応じて、個別相談も取り入れる。

77 体験 お別れ会 77 座学 社会常識学習

78 体験 お別れ会 78 体験 退職願作成/疑似通貨の清算

79 まとめ 79 体験 お別れ会

80 まとめ 80 １年間の総まとめ

1年目

体験 自己紹介/他己紹介

前期の復習をしながら、入社後の新人研修として実施する。他
の教員にも協力を依頼。

後期実施予定初案 後期実施2案

体験 業務開始３

キャリアカウンセリング

体験 業務開始１

給与勉強会（使用/運用/貯金
について学ぶ）

給与支払い/八洲口座開設

体験 業務開始２

必要に応じて、個別相談も取り入れる。

業務開始①

社会常識の勉強会

キャリアカウンセリング

体験 名刺作成/名刺交換

業務開始②

業務開始③

最初は、学校内の事務センターで、事務作業中心の業務依頼を
考えている。タイムカードの使用、コピー機や折り機の使用や
郵便業務、シュレッダーの使用、整理整頓、軽作業等。業務の
最後に、自分自身の振り返りの時間を作る。
最後の時間は、ハンコ作りを検討している。

必要に応じて、個別相談も取り入れる。

現在検討中。

現在検討中。



②第２回検討会議を 2018 年 12 月 14 日（金）9時 00 分から 11 時 00 分 

八洲学園高等学校 横浜分校にて実施。 

 

【実施内容】 

⑴校長挨拶 

⑵勉強会報告 

⑶図書購入・研修報告 

⑷検討会議  

 〇八洲学園高等学校より研究案実施報告（横浜・堺） 

 〇外部アドバイザーからの助言 

 〇その他 

⑸出席者名簿 

氏名 現職 

東鬼 裕子 スクールソーシャルワーカー、就労支援コーディネーター 

林尻 悟 一般社団法人 障がい者・高齢者じりつ支援機構 代表理事 

松隈 信一郎 ㈱マイルストーン代表 

森下 優子 立正大学キャリアカウンセラー  

吉田 稔 一般社団法人 障がい者・高齢者じりつ支援機構 施設長兼サービス管理責任者 

  

林 周剛 八洲学園高等学校 校長 

吉田 士文 八洲学園高等学校 教頭 

多田 浩之 八洲学園高等学校 教頭 

南條 将範 八洲学園高等学校 教頭 

五味 美和 八洲学園高等学校 進路指導部長・町田分室兼みのり高等部主任 

花田 久仁彦 八洲学園高等学校 教務部長 

吉田 洵 八洲学園高等学校 教諭 

寺西 美加子 八洲学園高等学校 教諭 

石塚 理恵 八洲学園高等学校 総務部長・池袋キャンパス主任 

福永 加奈江 八洲学園高等学校 総務部長・梅田キャンパス主任 

大本 真梨子 八洲学園高等学校 教務部長・大阪中央校主任 

山口 剛 八洲学園高等学校 生徒指導部長 

堀 梨沙 八洲学園高等学校 進路指導部長 

土屋 しのぶ 八洲学園高等学校 新宿キャンパス主任 

熊谷 憲子 八洲学園高等学校 横浜分校主任 

 

 

 

 



第 2 回検討会議では、通年ではない単発の取り組みを報告し、外部アドバイザーより助言をいただい

た。この単発の取り組みは、将来的に通年の取り組みに合流するためのもので、試験的要素を多く含ん

だ取り組み内容である。以下報告は、関東横浜分校、堺本校での取り組み報告となる。 

 

 

 

【関東実施報告内容】報告者 五味美和教諭 

第 1 回キャリア学習 （全 3回） 

実施日時 2018 年 10 月 11 日（木）5限 14:00～14:50   

出席者  1～3 年合同、出席人数：14名 

担当   五味美和（教諭）、森下優子（キャリアカウンセラー） 

 

ねらい 

１、自分と他人の違いを知る 

２、他人との関り方がわからない生徒が多いので、基本的な人との関りを学ぶ 

３、他者から見た自分を知り、自己肯定感を高める 

４、人前で話すことが苦手な生徒が多いため、話すことに少しでも自信を持てるようにする 

指導案：本時の展開 

段階 時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価 

導
入 

5min 

・本時のねらいと実施内容の説明 

・心理テスト（アイスブレイク） 

・はじめての実施で警戒す

る生徒もいるため、楽しい

雰囲気を作る 

・心理テストに参加し

ようとしているか 

展
開 

10min

～ 

15min 

・パーソナルスペース 

 １、教員による説明・見本 

 ３、生徒が順番に体験 

・合わせ鏡 

 １、２名１組で実施 

・実際にどのくらいの距離

まで近づくと不快になるか

を確認する 

・相手の手の動きにあわせ

て動いてみることで合わせ

る方も合わせてもらう方も

一体感が出てくる 

・距離感がつかめるか 

 

 

・一体感を感じること

ができるか 

20min

～

25min 

・コンプリメントシャワー 

１、 用紙の配布 

２、 注意点含めて説明 

３、 書いたら順番に回す 

自分の名前を書いた紙をど

んどん右隣の人に回して、

良いところなど書いてもら

う 

・自分の良さを再認識

する 



 

実施後の振り返り 

【パーソナルスペース】 

グループに分けるか全体で実施するか実施直前まで迷ったが、初めてのキャリア学習ということもあ

り、全体で実施した。教員での実演を見本として最初に見せたが、個々での目的である「他人との距離感」

について、しっかり打ち合わせを行っていなかったため、教員によっては、かなりの至近距離でも全く問

題ない教員もいて、生徒の実演の際にも頑張って近づいてしまう生徒がいたこと、また、実際には距離感

掴めていない生徒でも自分は人との距離は全く問題ないと思ってやらない生徒も出てしまった。次回は

主旨をきちんと説明し、見本の実演でも近すぎることが不快感を感じることがわかるような見せ方が必

要、また数人のグループ分けをして皆が参加できるようにする必要があると感じた。前向き・横向き・背

後からなど関係性もあるが、特に慣れていない人同士だと近い距離で不快に感じることがあることを体

感させる必要がある。 

 

【合わせ鏡】時間がなく実施見合わせ 

 

【コンプリメントシャワー】 

注意点として、悪口は絶対に書かないことを徹底できたのは良かった。 

自分の右側に座っている人に回していく形を取ったが、ゆっくり書く生徒もいたため一人の生徒のとこ

ろにたまってしまうこともあったので配慮が必要であった。 

成功体験が少なく、自己否定する生徒が多いので、自分の用紙が戻ってきて褒められていることばを見

て思いの外安心した様子であった。 

 

【ボイストレーニング練習シート】 

 実際の用紙の文字の文良が比較的多めだったので実際にできる生徒も少ないように感じる。 

 

【全体】全体通しての感想など書かせる時間がなかったので次回から取ったほうが良いと感じた。 

 

 
 
 

ま
と
め 

10min 

・振り返り 

・課題（ボイストレーニング）説明 

Ａ４サイズの用紙に短い文

章が書かれたもの（滑舌ト

レーニングの簡易版）２枚

を渡し毎日トレーニングす

るように勧める。次回１月

までの宿題として渡す。注

意事項もあるので確認しな

がら渡す。 

・毎日同じ文章を繰り

返すことで、声に自信

がない、あるいは、話

すことに自信がない

生徒のトレーニング

になる。 



第２回は以下の内容を予定している。 

    ・振り返り 

① 滑舌トレーニングの確認 

② パーソナルスペース（復習） 

    ・聞き手の位置や視線などの体験 

    ・バウムテスト 

    ・色カード心理テスト 

 

 

【関西実施内容報告】報告者 吉田洵教諭 

〇実施内容：電話のかけ方 

○実施日： 6月 19 日（火）、6月 19 日（火）、10月 18 日（木）11 月 2 日（金）、12月 3日（月） 

○出席者：13名・12 名・2名・7名・5名 

〇場所：堺本校 

○実施内容：初めにプリント学習で電話対応の知識（マナーなど）を学習し、次の時間に準備した台詞に

そって会話実践をした。（別紙資料②） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○生徒たちの反応 

・語尾を伸ばす癖が 

あるが、何度も練習をすることで直すことができた。 

・初めは、暗い雰囲気であったが、実践を通して明るい表情も出てくるようになった。 

・緊張していたり、不安があっても、何度も練習をすることでスムーズに話すことができた。 

・明るく元気にとまではいかないが、慣れてくると声量も大きくなってきた。 

【生徒の様子】生徒Ｄさん 

〔今年はじめて集団授業を受けることができるようになった生徒〕 

以前にアルバイト経験有り。終始緊張はしていたが、内容をしっかり把握し、一連の流れを練習す

ることで自信に繋がり、スムーズに会話をすることができた。途中から質問が増えたりなど、積極的

に発言があった。本人は今回の実践に、できていることを実感し喜んでいた。 

 

【生徒の様子】生徒Ｋさん 

〔抗うつ薬服用。昨年 9月、精神障がい者手帳取得〕 

初めての体験で、終始緊張をしている様子であったが、何度も練習をすることによって少しずつ

自信につながり、スムーズに会話をすることができた。初めは小さな声で、相手は聞きにくかった

が、次第に声量も出てきて、相手もスムーズに対応することができた。 

 



アルバイトの採用面接のアポイントを取る設定。3 人グループになり、「雇用希望者」「電話受付」「採用

担当者」の役を決め、こちらで用意した内容や台詞にそって会話を進めた。実際にキャンパス内の電話と

携帯電話を使用し、臨場感を出した。 

 

 

 

 

 

 

○生徒たちの反応 

・アルバイトをしている生徒もいたため、「採用面接のアポイントを取る」という内容は取り組みやすそ

うだった。 

・実際の電話を使用するとなると緊張している生徒が多く見られ、良い刺激になった。 

・電話対応だけでなく、人と話すことに慣れている生徒は、アドリブを交えてもきちんと返せていた。 

・読むことに集中し、対応の良し悪しまでは考えられない生徒が何人かいた。 

 

社会に出た時の電話対応。伝言を残す時のメモの取り方について学習。教員の会話を聞き、誰に何を伝え

なければならないのかを実際にメモを取らせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○生徒たちの反応 

・誰が誰宛に残したメモなのか、また日付や時間などの書き忘れが目立った。 

・普段から字を書かないのか、字が乱雑過ぎて読めないメモが多々あった。 

・要点がつかめていない生徒がいた。 

・会話のスピードについていけない生徒がいた（５回程リピートしている）。 

・校外学習について、先生へ連絡をする電話練習とアルバイトの採用面接のアポイント。2人～3人グル

ープで役を決め、学校の確認連絡は対教員と、アルバイト採用面接はグループ内で役割を決めて実施。教

室内でビジネスマナーを学んでから、グループで練習をし、実際に電話を使用して臨場感を出した。（別

紙資料③） 

・企業間での電話練習。2人～3人グループで企業名、担当者名、簡単な会社イメージを考え発表。相手

の会社を理解した後に、用意した台詞にそって会話を進めた。 

【生徒の様子】生徒Ａさん 

アルバイトの採用面接の電話をかける役で実戦練習。実際にアルバイトをまだ経験したことがなかったた

め、電話をかけることも初めてだった。台本を読みながら面接依頼の電話をかけ、担当者（教室内にいる生

徒）と最後まで話のやり取りができた。少し声が小さかったため、教室内にいる他の生徒には聞こえづらか

ったようだ（スピーカー通話）。 

・練習 
①先生：はい、八洲学園高等学校 堺本校の﨑山です。 
②先生：です。体調不良なので今日の午後の授業を欠席します。 
①先生：わかりました。担任の○○先生に申し伝えます。 
②先生：はい、よろしくお願いいたします。 
 
・本番例 
①先生：はい、八洲学園高等学校 堺本校の﨑山です。 
②先生：八洲学園高等学校ベーシッククラス佐々木の保護者です。田中先生はいらっしゃいますか？ 
①先生：田中は終日出張のため不在にしております。ご用件を伺いましょうか？ 
②先生：明日の修学旅行説明会に参加予定ですが、保護者も一緒に参加したいと思っています。 
①先生：承知いたしました。それでは、明日６月２０日（月）１５時より説明会を行いますので、時間
に合わせてお越しいただけたらと思います。 
②先生：わかりました。それでは明日はよろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

○生徒たちの反応 

・早口な生徒が多かった。その都度、声をかけることで意識し、ゆっくり話すことができた。 

・短い時間であったが、自信のついた生徒は別の台詞にも挑戦してみたいと言ってくれた。 

・初めは不安や嫌々学習をする生徒が多かったが、実践を通すことで本人が思っていた以上に上手にで

きると乗り気になってくれて、何度も繰り返すことで確実に上達をしていた。実践を通し、しっかり褒め

てあげることが大切であると感じた。 

 

＜個別練習＞ ３年次生 Ｙさん 

自閉症で障がい者手帳取得済。当校へ通いながら、児童発達支援センターにて作業訓練を受けている。特

に言語理解ができず、初めて訪問する場所では保護者またはヘルパーが同行している。 

 

○実施内容：実践を行うまでにゆっくり長い時間をかけて、電話対応について学び、しっかり理解をして

から取り組んだ。 

 

○他の生徒との違い 

・プリントにはルビを入れるなど、読みやすい原稿にする必要がある。 

・言葉の理解力が無いため、発言する内容をしっかり確認をする必要があった。 

・会話の詰まりがあると、次に進めなくなってしまう。→繰り返し練習が必要。 

・圧迫する声掛けをしてしまうと、緊張してしまい、ケアレスミスがでやすくなる。 

・できたことをすぐに褒めてあげると、次に繋がりやすくなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の様子】生徒Ｄさん トゥレット症候群 
チックの重い症状であり、緊張するとしゃっくりが出続けてしまう。服薬で抑えているが、場面の

状況によっては定期的にしゃっくりが出てしまう。 
今回の電話対応では、台詞を念入りに確認したことで自信がつき、実践では終始落ち着いて会話を

することができた。しゃっくりも一切出なかった。実践をするまでは不安であったが、実践後は念入
りに練習ができて良かったと満足そうに話してくれた。 

＜電話対応を通しての反省と改善＞ 

第１回検討会議で教えていただいた「褒める」「反復」の大切さがわかりました。実践をする前に、しっ

かり内容を理解し、自信をつけることで良い方向に進めることができたと感じます。ただし、今回は台

詞を用意していたことで、練習をすることで会話をすることができましたが、全く準備をしていない内

容で教員と会話をしてみた結果、ほとんど話せない状況となりました。特に、三宮のＹさんは電話越し

の会話の意味がわからず、関係のない話をしました。今後、対応力を身に付けるために、実施案を練り

直し、さらに定着ができるよう取り組んでいきたいです。 

 



【外部アドバイザー助言】 

 

①林尻先生 

両方の授業の方を確認、見させていただいて思ったのは、役割演技という私の方は実は療育の施設を持

っておりましてそこに毎週土曜日アメリカ人の先生に来ていただいております。 

その先生はアメリカから小学校対象に英語を教えるということで来てもらっておりますが、 

その先生が来ていただいて約 1 年が経ちまして、そのアメリカ人の女性の先生なのですがほとんど日本

語が喋れないんですけどとても子供とのコミュニケーションがスムーズで、すべてにおいて役割演技と

うい手法を使っているということをつい最近知りました。 

簡単にいうとおままごとです。おままごとでいわゆる児童心理をやっている先生なんですけども心理的

な学問ではなくて、あくまでもその子を知るという視点で関わらせていただいていますという話をつい

最近していただきました。 

とても良い取り組みだなぁということでせんだっているようにどういう風にやってみたのかなぁって見

てみたんですけど、褒めるって英語しかわからないので日本語でどういう風に会話がなされていてどん

な風に褒めるのがいいのかっていうのはご本人の文化の違いもあってわからない気がするんです。おま

まごともそうですしなにか自由活発に活動する上で何か生むということで、たとえば日本のカルタを「こ

れ私やり方知らないので教えて」っていってカルタのローマ字版みたいなのを持ってきて「よくこれ

が”K”だってわかったわね！」みたいな、そういう流れの中で褒めるっていうところをとにかく何でも

いいから褒めるんですね。そのカードの取り方も普通にとってるだけなんですけど、「すごくかっこよく

とった」とかあるいは「丁寧に扱った」とか「その笑顔が素敵」とか「今日のそのピンクおしゃれね」と

かなんでもすごく褒めるっていう。なんでも褒めるってすごい、改めてアメリカ人のバイタリティもあ

るんでしょうけども褒められて嫌な人はいないなぁっていうふうに思いました。 

そんな流れの中で私何年か前までヘパンティングという人材紹介をやっている中でニッポン放送が買収

されるっていう話があった時に、ニッポン放送から大量に人材をスカウトしてくれというふうな話があ

ってその時にタモリさんの大親友のプロデューサーで金井さんっていう、実は癌で亡くなってしまった

んですけども多分ニッポン放送金井で多分タモリさんと一緒に写ってる映像も出てくると思うんですけ

ど、その方も非常に褒める人で、「今日のネクタイかっこいいね」とか会って 2回目くらいでなんでも褒

めてくれる。「いい靴履いてますね」3000 円くらいの靴でもすごく褒めてくれる。 

要するにそんな過去のエピソードを思い出させてくれるようなそんな先生がいまして、褒めるってこと

をすごくお話しくださって褒めるっていうことは本当に教育の原点なのかなっていうふうに感じてお話

を聞かせていただきました。 

もう一つ話を聞いて話したいのは、先生の“未完成でいいのよ”っていう表現があったかと思うのです

が、今は未完成でいい、未完成ってとても実は私も大好きな言葉で 

ウォルトディズニーっていうのが永遠に未完成という常に未完成なので常にディズニーランドも開発し

ている。ゴールがない。 

常に新しいものを取り入れて時代に合ったミッキーマウスも歴史を見ていくと顔が全然違う。どんどん

進化している。いわゆる進化をしていくっていう意味での未完成はとてもいい表現だなというふうに聞

かせていただきました。 



改めて今回の報告を聞いて褒めるということにとても気が付かさせていただいたのと、褒めるという大

切さというものがとても良い取り組みだと思っております。ありがとうございました。 

 

②吉田先生 

実は 1番最初の卒業生が 3年務めた会社を退職して戻ってきてるんですね。11 月からですね。もう 50 歳

過ぎていらっしゃるので当然彼としてみたら次の人生というのは親の介抱だったりいろんな問題があっ

て戻ってきたりしたんです。 

その方帰ってきて言ったことがあるんですね。何を言ったかというと最初褒められてものすごく不信感

を感じた。何十年も人に褒められたことがなくていきなり50過ぎて私たちと同じくらいの年齢ですから、

そういう大人になってバンバン褒められて「ちょっと待て。騙されてるんじゃないか」とかそういう風な

ことをぽつんと言ってきたんです。 

ところが、本来であれば戻ってくることもないんですけども戻る場所もあって俺が戻る所はここだ。っ

ていうのがあってもう一回ここでの支援っていうのを自分にとって褒められたことを信じたことが最終

的に自分の社会に、就職に繋がった。 

自分が原点として褒められる、人を褒める。人の見方を素直に見て人を褒めていくっていうことを自分

が体得してそしてそれを繋げて他の利用者さんにも繋げていきたいなっていう思いを話してくれたとこ

ろで、今日の報告をいただいてとてもすごく思い出して感じました。 

大人になっても今の自分と生徒さんたちとそれが何十年先になっても結局やってることは同じでして職

員のデスクの部屋を借りて実は先月ですけども引っ越しをしまして職員がもといた部屋をですね本当に

パネル一枚にしてそのすべての場所でプログラムを実行できるようなスペースを確保してというアイデ

アでなり始めたところでして、すごく共感をさせていただいて個別診断ですけどもどうしてもプログラ

ムを受けることは基準としてますからじゃあ別の部屋でっていうのではなくて実際にざわざわ左ではや

っているけれども自分はその空間の中にいて違う空間もできてる。 

そういうことで職場と同じ感覚がきっとみのりのほうでもあるのかなぁ、ととても社会にすごくつなが

ってる感覚でやってらっしゃるなと感じました。 

それだと職員、先生方おっしゃってたみのりのある人物っていうのはとても突き刺さりました。究極は

そこにつきることだと。私たち当然奉仕という職員なら当然みられるわけですから、たとえば面々はさ

っきいった 50代の方から 30代、40 代年下の職員からものを言われる。「なんだよ年下のくせに」ってい

うところではやっぱり人生的なところは経験が当然出てくるわけですから、そこをカバーするだけの職

員としての振る舞いだとかそういう見本になる動向を常に考えていなければいけないという風に感じま

した。 

 

③森下先生 

私の方の大学生の生徒たちの授業で電話の応対というのをやるんですね。 

医療従事者の医療保険系の患者さんから実際にかかってきますのでそれをセリフをなしでするんですけ

ども 20 歳以上になります 1年生、それでも学校のお子さんよりも大きいですし謙譲ではなるんですけど

も、その年代ですと電話を実際に受けたことがないお子さんの方が多くて、できないんですね。 

こんなふうに練習をしても私が見てる学生達ができるのかなって思いましたので、この練習というのは



すごく効果があったんじゃないかと思いました。 

それよりも、もっと社会人とかもはいってきますので 30 代の方たちがいますけれども、そういった方た

ちにおいては普通にできますけれども、このお子さんたちが卒業してっていう近い年齢ですよね。その

お子さん、学生達がほんとにできませんのでこの取り組みはどんどん重ねていくともっと成果があがる

んじゃないかなと感じました。 

五味先生との授業ですけども、他者理解と他者受容がなかなか難しいので。っていうことで始まったの

ですがさきほど未完成の話がありましたけれど、他者理解・他者受容ができるというのは実は自分のこ

とがよくわかってないとできなくてこれは大人でも自分のことをどこまでもわかってるかっていうとそ

うでもなくて私たち心理学の分岐では一生かけて人とのコミュニケーションの中で醸成させていくもの

というふうに理論的には言ってるものなんですけど、それは自己理解・他者理解・他者受容・自己受容と

その 4 点が醸成していくものなんですが、その中で根本になる自分の理解というのが、私たちはいろん

な自分の構造を持ってると思うんですけど、それがどこまでが現実の世界と一致していて、どっから先

がまだそうありたいと思ってるけども実は現実世界ではなっていないっていう、その区別がどうついて

いるかというのが真の自己理解なんですけども、この区別がついていないと非常に強い思い込みで何か

できると思い込んでいると、他者からできてないと批判があったりすると「そんなわけない」とか「そん

なこと言うのはその人が自分のこと嫌いだからだ」とか「じゃもうこんな会社やめちゃえ」とか「こんな

学校やめちゃえ」とかいうことに繋がっていくので、これは本当に年齢関係なく区別つけることが大事

なんですけども、そうすると私たちは大人であっても色々なことすべて 100％できてるわけではないの

で、どんな人でもいつでも 100％ではないという状態があるので、それは悪いことではなくて現実の世界

と一致していない部分っていうのがこれから同じように努力をしてビジョンとして目指していけばそう

なるだろうし、また私たちはしょっちゅう変化していきますので途中でそこから先っていうのが出来て

いないことが必要なくなる可能性もあって他のものが入ってくるっていうことがあるので、なのでその

部分っていうのができていなくてもいいっていうそのことが腑に落ちると自分の考えてることや行動し

ようとすることが全部自信が持てる、自分に信頼がもてるという、そこまで来ると自己肯定感とか自尊

感情があがってくるということになるのでそこに脈々と繋げていくことになるんですけども、未完成の

年齢が小さいのでそういったことが短い時間ではなかなか習得できないので、そこをどうしていこうか

なということで先生と話させていただいたのですが、そういう狙いでもあります。 

 

④松隈先生 

私の方からはポジティブ心理学というのがありますのでその観点から 3 点ほどお伝えさせていただきた

いなと思います。 

1 点、吉田先生の授業に関することなのですが、非常に具体的なアクションベースになってますので成功

や達成感を感じられやすい構成になっていると思うんです。なので振り返りの時間を取っていただいて

最初と最後をしっかり見せてあげて、感じ取れる時間っていうのも非常に重要な時間かなぁと思います。 

2 点目なんですけども、さきほどから何回も褒めるっていう話があったと思います。人それぞれ承認のさ

れ方で好きなやり方とか心に響くやり方って違うと思います。先生方もたとえば今まで最高に嬉しかっ

た承認された出来事を思い出されていただきたいんですけど、今までで働かれている中で一番うれしか

った承認された出来事です。 



ひとりひとり例えば、自分が大勢いる前で表彰をされたときにものすごくうれしかったと感じられる方

もいらっしゃれば、そういうところで表彰とかムリムリっていう方もいらっしゃると思うんです。 

なので、たとえば学期の初めとか個別面談のタイミングでどういう形で今まで最高の褒められてうれし

かったのか、とかそういう話を聞くと「この子はこういう感じで褒められた時がうれしく感じるんだ」と

か「この子は頑張った時、達成した時に褒められるのがうれしいのかな」とか響くツボっていうのがひと

りひとり違うと思うのでそこを把握しておくのが非常に重要なのかなと思いました。 

3 点目なのですが、こちら非常に素晴らしいノートだと思います。これをさらにすごい発展の仕方を考え

た時にみなさん一人一人の長所、いいところが書かれていて恥ずかしいけども嬉しいとか。ではこれを

どのように日常に活かしていくかっていうのがポイントだと思います。 

「笑顔」「頑張り屋さん」とか色々キーワードがあります。それをどうやって次の 1週間でいかそうとか、

これがいかせるのはどういう場所であろうという形で話し合って日常レベルに落とし込んでいくという

か、活かすということを考えるとさらに日常生活に欲しくて大人が「あ、この子今笑顔っていう強み、い

いところを使ってるね」という感じで気づきやすくなると思います。そうすると日常生活に持ち込みや

すくなると思います。 

実際先生方、大人の我々でも経験あると思うのですが占いとかみて「私ここのところいいところあるな、

うれしい」その時はありますが、日常生活に振り返ってみたときにもうその時には忘れちゃってるとか

ありませんか。 

その部分で実際どう使っていくのかっていうのも次のステップなのかなと思います。 

実際に強みというものを認識しただけの部分と日常で使う部分と分けた時に、やはり使った部分の方が

どうやってそれを活かしていこうか、使っていこうかという視点でもさらに素晴らしい実習生活ができ

るのかなと思いました。またいいところを親御さんにも話していこうかなと思いました。 

 

⑤東鬼先生 

一人一人褒めるツボが違うっていう話があったんですけども、かつてカウンセリングをしているときに

担任の先生とうまくいってない。「なんでその担任の先生が嫌なの？」ってきいたら「幼稚園や小学生で

も出来るようなことを褒める、そういうところがすごく嫌だ」っていうことだったんですね。その子は素

直に受け取れないのかもしれないんですけど、個人個人褒めるツボというのは違うので、誰でもやみく

もに褒めればいいというものではないなと思いました。特にこれぐらいの年齢になってくると。 

私は就労移行にもかかわってますし、こちらにも関わらせていただいてますし、あと特連会社の社長会

にも呼ばれて「話これやってくれよ」みたいなことを言われて行ったりとか、県議会を立ち上げてそうい

うことを始めましたので、実践的なことを言って申し訳ないんですけど、まず自閉症・自閉傾向の強い子

なんかはパソコン好きじゃないですかね。パソコンってただタイピングとか面白くないですよね。タイ

ピングとかワードとかエクセルの何とかっていうのは面白くないのでもっとフォトショップとかイラス

トレーターとかそういったことをもっとやらせてあげたらすごく好きな子がいると思います。 

私もクリスマスプレゼントでもらったことがあるんですけど、USB メモリに入っていてパワーポイントを

使っていて村で雪がしんしんと降っていてそこをサンタクロースがトナカイに乗って横切ってメリーク

リスマスという文字が出てきて雪のようにパラパラと崩れていく。それを私は作れないですが、高校生

でも作れるようなものなのですがそういうものでも嬉々としてやっていて、場面緘黙の子に声が出たっ



ていうのを褒めるよりもそういうものを作ってもらったっていうことに対して「私は無理だけどこんな

ことができてすごいね」みたいなことを言ってあげたらすごくうれしそうな顔をしますね。 

社会人として何が一番大事かというと、決してコミュニケーション能力ではないですね。 

先ほど先生から自己理解とか自己受容の話が少し出ましたが、自分の障害をきちんと受け入れられてい

るかいないか。それをちゃんと会社に伝えられるかどうか。 

支援者の方が結構喋ってしまったりするんですけども、それをきちんと自分で相手に伝えられるってい

うところはすごく見てますよね。 

自分の状態がどういう状態でどういうことが得意でどういうことが苦手か、苦手だけどこういうやり方

ならできる。そういうふうなスキルって大事だなと思いました。 

せっかく就労という授業を作っておられるであるならば、本当に実習ですることをおすすめします。 

こちらのほうにもハローワークの方を紹介させていただいたので、その人にも町田の方からでしたら遠

いですけども新宿校・横浜だったら品川なので OKだと思うんですよね。 

1 年生から実習は受け入れてくれるんですよね。本当に実習に 1週間いかせると人が変わります。シャキ

ッとします。 

社会ってどういうものか、働くってどういうものか、とかなかなか学校で模擬店作ったり模擬会社を作

ったりするよりももっと実態がわかるので、横浜は厳しいと伺ってますが品川なら受け入れてくださる

ところがあるので是非どんどん実習にいかせられることをおすすめしたいと思います。 

 

 

【勉強会報告】 

①関西圏教員対象勉強会 担当 吉田洵教諭 

事業所名 株式会社ヒューマンアクティベーション 

日時 2018 年 11 月 17 日（土）15：00～16：30 

場所 八洲学園高等学校 梅田キャンパス（大阪市北区梅田 1-3-15 大阪駅前第 2ビル 2F） 

担当者 講師： 小西 繁雄 先生 

実施内容 教員研修：講演「3S（整理・整頓・清掃）から生徒自立のきっかけを作る」 

内容 

〇３Ｓ（整理・整頓・清掃）の重要性 

４～５名でグループを作り、３Ｓ（整理・整頓・清掃）が求められる理由、進まない理由

を考え、それぞれ発表することで様々な考えがあることを理解。 

生徒に教えるためには、整理整頓清掃のような本人が知っていると思っている内容であっ

ても、なぜやらなければならないのかをわかりやすく伝え、理解をしてから意識付けて取

り組むように指導をしなければならない。そのためには、まずは教員から日々の３Ｓ（整

理・整頓・清掃）について振り返り、見本になれる人物になることが大切である。支援を

要する生徒には、より明確にわかりやすく伝える必要がある。⇒言葉だけでは伝わらな

い。教員は見本となるべき。 

学ぶ環境・家庭の環境・職場の環境などを美しくすることが３Ｓの目的ではない。３Ｓの

過程で美しくなる。 

 

・整理の目的・・・その環境から不用品をなくし、今必要なものだけがある状態にする。 



 

②関東圏教員勉強会 担当 花田教諭 

【日時】10 月 13 日（土）15時 30 分～17 時 

【場所】横浜分校 

【講師】鈴木政治先生 

【講演テーマ】「生徒を惹きつける授業術 小学校の現場から」 

【ねらいと内容】 

支援を要する子どもたちの中には発達に問題を抱える子も多く、通常の高校の学習指導レベルやス 

 ピードでは、理解することが困難でついていけなくなる子どもが増えています。そこで、長年小学校で 

 指導されてきた先生を講師として招き、小学校での指導方法やその手法などを学ぶことで、私たちが 

向き合う支援を要する子どもたちへの指導方法や表現方法の幅を広げたいと考えました。先生が実践 

されてきた実際の授業での指導方法も紹介していただく。 

 

【報告】 

  関東教職員 20名が参加し、鈴木政治先生に講義形式で小学校での授業の進め方をレクチャーしてい  

 ただきました。 

  内容は生活意欲を高めるためには、生徒の得意なことを見つけ、褒めたり、認めたりすることにより  

（例：授業前に机の上に何を準備しなければならないのか。何が不要 

なのか。） 

生（今要るモノ）・休（今要らないモノ）・死（要らないモノ）の３つ 

に分けること。 

・整頓の目的・・・誰もが、必要なモノを必要な時にすぐ取り出し、戻せるようにする。 

モノをどこにどのように置くかを決めて、一目で分かるようにする 

こと。 

         ３定（定位置化・定量化・定方向化）を把握し、実行すること。 

・清掃の目的・・・ゴミ、チリ・ホコリ・汚れを無くし、ピカピカの状態を維持する。 

         清掃は手を使って行う。 

 

決めたことを守れない場合の対策 

①守れること、できることを決める。 

②守りやすいようにサポートをしてあげること。 

③守っていることは、しっかりと褒める。できていないことは注意をすること。 

 

感想 

 生徒へ３Sのできていないことを注意をするだけでは定着はできないことがよくわかり

ました。また、今回のような日常生活で必要とする行動は、親・教員が見本となり、子供

たちへ伝えていかなければならないことがわかりました。そのためには、我々教員も３Ｓ

を意識付け、行動に移していく必要があります。これから支援を要する生徒への指導をし

ていく上で、まずは自分自身が向上できるよう意識して行動をしていきたいと感じまし

た。 

 



 自信を付けさせることができ、そのことから生活意欲が改善され、学習意欲も高まっていくと教えて 

いただきました。「得意なことがわからない、見つからない」といった生徒には自己紹介カード、他己 

紹介カードを使って得意なことを見つけてあげると良いというアドバイスもいただきました。 

  最後は職員同士で四字熟語を利用した神経衰弱や歴史上の人物を題材にした発音ゲームをおこない、 

 生徒の気持ちになりゲームに取り組んでみました。今回の勉強会で学んだことは支援を要する、要さ 

ない関係なく、導入などで取り入れていきたいと思います。 

 

 

 

③全教職員対象勉強会 担当吉田 

【日時】12 月 14 日（土）12時～13 時 30 分 

【場所】横浜分校 

【講師】ナカノ・マクレーンさん 

【講演テーマ】「魔法のコミュニケーション術」 

【ねらいと内容】 

支援を要する生徒は様々な特性や思考があるので、生徒対応をする際には柔軟なコミュニケーションを

必要とします。生徒の気持ちに寄り添い成長させるためにも、教職員のコミュニケーション能力を高め

る必要があります。どのような声掛けで相手が興味を示してくれるのか、また興味を引くためのコミュ

ニケーション術を学び、教職員のコミュニケーションに対する知識や自信につながる研修としたいです。 

【報告】 

当日はマジックを交えながら、コミュニケーションの大切さをご講演いただいた。あらためて、コミュニ

ケーションとは一方通行では成立しないということを再確認できた。空気を共有するにはタイミングは

とても重要な要素であり、そのタイミングづくりには様々な手法があり、対象によって変える必要性が

あるということを学んだ。教員と生徒のコミュニケーションにも活かすことのできる実践的な講演で大

変ためになった。 

 

 

③第 3回検討会議を 2019 年 3 月 1 日（金）10 時 00 分から 12 時 00 分  

八洲学園高等学校 横浜分校にて実施。 

【実施内容】 

⑴校長挨拶 

⑵図書購入・研修報告 

⑶検討会議  

 〇八洲学園高等学校より研究案実施報告（堺・横浜） 

 〇外部アドバイザーからの助言 

 〇その他 
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【図書購入報告】 

 

書籍名 金額（税

込み） 

冊

数 

出版社 

書いて覚えるはじめてのフォニックス 正しい発音が身につく！ 1,944  1 ナツメ社 

Disney イラストでおぼえる 1000 のことば 英単語のバイリ

ンガル表記＆クイズ 

2,160  1 実業之日本社 

親子キャラでおぼえるはじめてのアルファベットドリル 1 日 10 分！ 1,026  1 小学館 

AR で英語が聞ける英語もののなまえ絵じてん小型版 2,052  1 三省堂編修所 

発達障害の子どもがぐんぐん伸びるアイデアノート お母さ

ん、もう怒らなくていいんで 

1,620  1 メディカルパブリッシャー 

発達障がい児が普通級に入れた！ 医師も認めた！ぶっちぎり

ですごい！！ 

1,404  1 コスモトゥーワン 

今日から使える認知行動療法 「思考のクセ」に気づけば、心

はスッと軽くなる 

1,512  1 ナツメ社 

氏名 現職 

伊藤 京子 公立学校共済組合関東中央病院 精神科精神保健福祉士 作業療法士 

東鬼 裕子 スクールソーシャルワーカー、就労支援コーディネーター 

林尻 悟 一般社団法人 障がい者・高齢者じりつ支援機構 代表理事 

松隈 信一郎 一般財団法人ストレングス協会代表理事 

  

林 周剛 八洲学園高等学校 校長 

吉田 士文 八洲学園高等学校 教頭 

  

南條 将範 八洲学園高等学校 教頭 

五味 美和 八洲学園高等学校 進路指導部長・町田分室兼みのり高等部主任 

花田 久仁彦 八洲学園高等学校 教務部長 

吉田 洵 八洲学園高等学校 教諭 

寺西 美加子 八洲学園高等学校 教諭 

石塚 理恵 八洲学園高等学校 総務部長・池袋キャンパス主任 

平井 美穂 八洲学園高等学校 生徒指導部長 

熊谷 憲子 八洲学園高等学校 横浜分校主任 

岩谷 彰太 八洲学園高等学校 教諭 

  



心がスッと軽くなる認知行動療法ノート 自分でできる 27 の

プチレッスン 

1,296  1 ナツメ社 

これでわかる発達障がいのある子の進学と就労 1,404  1 成美堂出版 

今日からできる！障がいのある子のお金トレーニング 1,836  1 翔泳社 

これならわかるスッキリ図解障害者総合支援法 第 2版 1,944  1 翔泳社 

コグトレ みる・きく・想像するための認知機能強化トレーニング 2,160  1 三輪書店 

やさしいコグトレ 認知機能強化トレーニング 2,160  1 三輪書店 

アンガーコントロールトレーニング 怒りを上手にさえるため

のステップガイド 軽装版 

3,024  1 星和書店 

みんなのレクリエーションゲーム集 わくわく 100 ゲーム 1,026  1 日本レクリエーション協会 

脳が活性化する大人の世界地図脳ドリル（元気脳練習帳） 1,080  1 学研プラス 

脳が活性化する大人のおもしろ計算脳ドリル 62日1850問（元

気脳練習帳） 

1,080  1 学研プラス 

大人の脳活おもしろ！ことばパズル（川島隆太教授の健康パズル） 1,080  1 学研プラス 

大人の脳活おもしろ！数字パズル（川島隆太教授の健康パズル） 1,080  1 学研プラス 

やさしい脳が活性化する 100 日間パズル 元気脳練習帳 2

（GAKKEN MOOK) 

842  1 学研プラス 

脳が活性化する 100 日間パズル 元気脳練習帳（学研ムック） 669  1 学研パブリッシング 

やさしい脳が活性化する 100 日間パズル 元気脳練習帳（学研ムック) 842  1 学研プラス 

脳が活性化する間違い探しパズルザ・ベスト 元気脳練習帳 

補強版（学研ムック） 

842  1 学研パブリッシング 

Present スペシャルカラーリングエディション（バラエティ） 3,024  1 グラフィック社 

DISNEY GIRLS Scratch Art Book （バラエティ） 1,491  1 宝島社 

イラストでわかる日本の伝統行事・行事食 4,968  1 合同出版 

マインドフル・ゲーム 60 のゲームで子どもと遊ぶマインドフルネス 3,240  1 金剛出版 

ひとりだちするための進路学習 あしたへのステップ 1,620  1 日本教育研究出版 

情報モラルの授業 スマホ時代の子どものための 主体的・対

話的で深い学びに向かう 

1,620  1 日本標準 

ココロメソッドで学ぶことばを育てるワークシート 書いて身

につけるコミュニケーション＆ソーシャルスキル 

1,944  1 合同出版 

クラスで楽しくビジョントレーニング 見る力を伸ばして学力

＆運動能力アップ！ 

2,376  1 図書文化社 

学ぶことが大好きになるビジョントレーニング 2 見る力を

グングン伸ばして楽しく学習 

2,592  1 図書文化社 

学ぶことが大好きになるビジョントレーニング 読み書き・運

動が苦手なのには理由があった 

2,592  1 図書文化社 

SST ワークシート あたまと心で考えよう 思春期編 2,160  1 かもがわ出版 



失敗図鑑 すごい人ほどダメだった！ 1,296  1 文響社 

漫画 君たちはどう生きるか 1,404  1 マガジンハウス 

おりがみ大図鑑 136 親子で遊んで楽しい！ 1,188  1 成美堂出版 

かんたんかわいい塗り絵帖 979  1 ブティック社 

幸せのメヌエット 美しい花々とかわいい動物たちのぬりえ 1,404  1 ナツメ社 

こども自助論 自分の力で人生を切りひらく！ 1,620  1 日本図書センター 

答えのない道徳の問題どう解く？ 1,620  1 ポプラ社 

なんでもいっぱい大図鑑ピクチャーペディア 4,968  1 河出書房新社 

LD の子の読み書き支援がわかる本 （健康ライブラリーイラスト版） 1,404  1 講談社 

LD(学習障害）のある子を理解して育てる本（学研のヒューマン

ケアブックス） 

1,728  1 学研プラス 

発達障害の人が就職したくなる会社（発達障害者の擬律・就労

を支援する本）特集１ 

1,404  1 河出書房新社 

大人の発達障害に気づいて・向き合う完全ガイド 記入式シー

ト付 新版 

1,404  1 講談社 

発達障害チェックシートできました がっこうのまいにちをゆ

らす・ずらす・つくる 

2,160  1 生活書院 

日本版 WISC-IV による発達障害のアセスメント ‐代表的な指

標パターンの解釈と事例紹介 

2,900  1 日本文化科学社 

エッセンシャルズ WISC-IV による心理アセスメント 6,480  1 日本文化科学社 

日本版 WAIS-3 の解釈事例と臨床研究 5,616  1 日本文化科学社 

Amazon 送料 771  1 Amazon 

友だち幻想 人と人の〈つながり〉を考える （ちくまライブ

ラリー新書） 

799  1 筑摩書房 

面白いほどよくわかる！犯罪心理学 1,296  1 西東社 

ＡＩ ｖｓ．教科書が読めない子どもたち 1,620  1 東洋経済新報社 

フランスの花の村を訪ねる （かもめの本棚） 1,998  1 東海教育研究所 

潜在能力を引き出すもっとスポーツがうまくなる速読トレーニ

ングドリル 立体視覚を身につける 

1,296  1 マイナビ出版 

おうちで簡単ビジョントレーニング ボクシング元世界チャン

ピオン飯田覚士の 

1,728  1 ベースボール・マガジン 

１日１０分でもの忘れ予防毎日脳トレ！脳活ナンプレ３６６日 1,080  1 西東社 

１日１分見るだけで目がよくなる２８のすごい写真 1,404  1 アスコム 

感謝と喜びが伝わる「笑い文字」練習帳 1,080  1 かんき出版 

心を癒す大人のスクラッチアート『猫 THE CAT'S ミニ』 1,296  1 東京書店 

からだにおいしい魚の便利帳／全国お魚マップ＆万能レシピ 1,404  1 高橋書店 

マンガでわかる！１０代に伝えたい名言葉 1,512  1 大和書房 



絵でわかるなぜなぜ会話ルールブック どうして話すときに目を見るの？ 1,706  1 合同出版 

美術ってなあに？ “なぜ？”から広がるアートの世界 2,052  1 河出書房新社 

オレ、カエルやめるや 1,728  1 マイクロマガジン社 

とんでもない 1,620  1 アリス館 

ケチャップマン 1,058  1 ブロンズ新社 

３６５日日本一周絶景の旅 3,672  1 いろは出版 

美麗世界遺産 人類の傑作、かけがえのない大自然 2,700  1 エムディエヌコーポレーション 

きせきのしま 1,080  1 小学館 

３６５日世界一周絶景の旅 3,672  1 いろは出版 

発達障害の人の「私たちの就活」 （発達障害者の自立・就労

を支援する本）特集１ 

1,404  1 河出書房新社 

発達障害と仕事 発達障害者の自立・就労を支援する本 1,404  1 河出書房新社 

ワンダー 1,620  1 ほるぷ出版 

みんなひとみしり 聞きかたひとつで願いはかなう 1,404  1 主婦の友インフォス 

世界の名画 名画にまつわるエピソードから巨匠たちの生涯まで（｢わかる！｣本） 1,728  1 メイツ出版 

１０歳までに身につけたい一生困らない子どものマナー この

小さな習慣が思いやりの心を育てます 

1,490  1 青春出版社 

マナーと礼儀（大人になってからこまらないマンガで身につく） 1,188  1 金の星社 

みんなが知りたい！｢世界のふしぎ｣がわかる本 新版 1,652  1 メイツ出版 

ひといちばい敏感な子 子どもたちは、パレットに並んだ絵の

具のように、さまざまな個性を持っている 

1,944  1 １万年出版 

日本国憲法（小さな学問の書（１）） 308  1 童話屋編集部 

学校では教えてくれない大切なこと３ お金のこと ¥918 1 旺文社 

ＬＤの子の読み書き支援がわかる本 ¥1,404 1 講談社 

ちょっとしたことでうまくいく 発達障害の人が上手に暮らすための本 ¥1,728 1 翔泳社 

ちょっとしたことでうまくいく発達障害の人が上手に働くための本 ¥1,728 1 翔泳社 

オールカラー一番わかる会社設立と運営のしかた ¥1,620 1 西東社 

発達障害の人の面接・採用マニュアル ¥1,944 1 弘文堂 

１３歳からの経済のしくみ・ことば図鑑 ¥1,512 1 WAVE 出版 

図解１時間でわかる経済のしくみ 改訂版 ¥1,080 1 ディスカヴァー・トゥエンティワン 

ひとりビジネスの教科書自宅起業のススメ ¥1,512 1 学研パブリッシング, 学研プラス 

おカネの教室僕らがおかしなクラブで学んだ秘密 ¥1,728 1 インプレス 

実践ビジネスプラン事業創造の基礎力を鍛える第２版 ¥2,376 1 中央経済社, 中央経済グループパブ 

事業計画書の読み方と書き方がよ～くわかる本第３版 ¥1,944 1 秀和システム 

図解 仕事の基本 社会人１年生大全 ¥1,080 1 講談社 

 ｿｰｼｬﾙｽｷﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 絵ｶｰﾄﾞ状況の認知絵カード中高生版１ ¥4,104 1 エスコアール 



青年期のＳＳＴ 2015 厳選シリーズ 4点セット ¥11,296 1 一般社団法人 ダイジョブ・

プロジェクト 

アドラー式「言葉かけ」練習帳 ¥1,404 1 日本能率協会マネジメントセンター 

一生モノの電子レンジおかず３６６品 ¥894 1 主婦の友社 

レンチンおかず作りおき１８８レシピ ¥1,188 1 新星出版社 

ＡＤＨＤの友だち（どうしてじっとしていられないの？） ¥3,024 1 合同出版 

自閉症の友だち（なぜこまかいところにこだわるの？） ¥3,024 1 合同出版 

ＬＤの友だち（なぜよみかきがにがてなの？） ¥3,024 1 合同出版 

発達が気になる子へのソーシャルスキルの教え方 ¥1,944 1 中央法規出版 

今日からできる！障がいのある子のお金トレーニング ¥1,836 1 翔泳社 

マナーとお金まるわかり ¥1,296 1 日経ＨＲ 

雑貨＆フード ラッピングブック ¥1,620 1 誠文堂新光社 

ラッピングの教科書 ¥1,382 1 新星出版社 

季節のおりがみ 花飾り ¥1,620 1 講談社 

リース折り紙１２か月 ¥1,620 1 日貿出版社 

日本人のしきたりいろは図鑑 ¥680 1 宝島社 

大切にしたい、にっぽんの暮らし。 ¥1,620 1 サンクチュアリ出版 

手紙・はがき・一筆箋の書き方と文例集 ¥1,296 1 主婦の友社 

一生使える、一筆箋の美しいマナーと言葉 ¥1,620 1 ＰＨＰ研究所 

すぐに役立つ、心が伝わる お礼の手紙・はがき簡潔文例集 ¥1,080 1 池田書店 

ＴＡＭ'Ｓ ＷＯＲＫＳの消しゴムはんこ ¥1,404 1 日本ヴォーグ社 

アレンジで広がる楽しい遊印アート 花の消しゴム印入門 ¥1,944 1 日貿出版社 

ビューグルビーズアクセサリー ¥1,512 1 文化出版局 

女の子のかわいいプラバン アクセサリー＆小物づくり ¥1,296 1 メイツ出版 

プラバンでつくる本格アクセサリー ¥1,296 1 日東書院 

まっぷる東京 mini '19 ¥972 1 昭文社 

まっぷる大阪 mini '19 ¥972 1 昭文社 

まっぷる香港 mini '19 ¥1,080 1 昭文社 

クイズと絵地図で都道府県基礎丸わかり ¥1,404 1 受験研究社 

オールカラー楽しく覚える！都道府県 ¥1,296 1 ナツメ社 

オールカラー楽しく覚える！世界の国 ¥1,382 1 ナツメ社 

クイズと絵地図で世界の国々基礎丸わかり ¥1,404 1 受験研究社 

本当に必要な防災グッズ３７５ ¥734 1 晋遊舎 

ほんの１分で一生が変わる魔法のかたづけ術 ¥1,296 1 ＰＨＰ研究所 

防災の便利帖 ¥626 1 晋遊舎 

ウォールポケット家計簿ならがんばらなくても貯まります ¥1,080 1 主婦と生活社 



袋分けファイル家計簿 ¥1,382 1 株式会社カンゼン 

いまどきの子を「本気」に変えるメンタルトレーニング ¥1,512 1 秀和システム 

いまどきの子の「やる気」に火をつけるメンタルトレーニング ¥1,512 1 秀和システム 

自衛隊防災ＢＯＯＫ ¥1,296 1 マガジンハウス 

写真のことが全部わかる本 ¥1,728 1 インプレス 

Web デザインの基本 きちんと入門 ¥2,570 1 SB クリエイティブ 

はじめての Access ２０１６ ¥1,836 1 秀和システム 

今すぐ使えるかんたん Word & Excel & PowerPoint ¥1,598 1 技術評論社 

Google 無料サービス早わかりガイド 2018 ¥1,188 1 スタンダーズ株式会社 

SKILL 即戦力になるためのパソコンスキルアップ講座 ¥1,706 1 技術評論社 

Surface 完全大事典 ¥1,490 1 技術評論社 

たった３秒のパソコン快速＆便利ワザ 仕事がはかどる ¥605 1 技術評論社 

消しゴムはんこスペシャル BOOK ¥1,400 1 ブティック社 

６段階マルチレベル・スピーキング スピーキング・ハンドブック ¥1,728 1 語学春秋社 

３６０度の視点で仕事を考える 働き方の哲学 ¥2,808 1 ディスカヴァー・トゥエンティワン 

一番伝わる説明の順番 ¥1,512 1 フォレスト出版 

感情の問題地図 ¥1,490 1 技術評論社 

英語の気配り ¥1,512 1 朝日新聞出版 

最強のインターンシップ'20 ¥1,188 1 成美堂出版 

就活のやり方ぜんぶ！2020 年度版 ¥1,296 1 実務教育出版 

天職攻略大図鑑 王様からの求人票 ¥1,836 1 プレジデント社 

７日間できれいに書ける！美文字履歴書の書き方マナー ¥680 1 ブティック社 

何でも英語で言ってみる！旅するシンプル英語フレーズ２０００ ¥1,728 1 高橋書店 

手描きイラスト＆タイポ素材集 ¥2,592 1 ＳＢクリエイティブ 

プロが教える現場で役立つ手書き POP ¥1,620 1 日貿出版社 

チラシの教科書 わかる！！できる！！売れる！！  ¥1,728 1 すばる舎 

パブロフくんと学ぶ電卓使いこなしＢＯＯＫ ¥1,404 1 中央経済社 

１００円グッズでおしゃれ収納インテリアＤＩＹ ¥810 1 宝島社 

みんなでたのしい２０音でできるミュージックベル教本 ¥1,620 1 ドレミ楽譜出版社 

これができりゃ〜人気者！ミュージックベルで大ネタ小ネタ８０曲 ¥1,944 1 ヤマハミュージックエンタテ

インメントホールディングス 

極める！ペン字・筆文字練習帳 ¥1,404 1 コスミック出版 

災害対処・医療救護ポケットブック ¥2,052 1  診断と治療社 

クレーム対応の基本がしっかり身につく本 ¥1,404 1 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

いきなり効果があがるＰＲ動画の作り方 ¥1,728 1 言視舎 

クラウドファンディングで資金調達！ ¥1,512 1 あさ出版 



ｍ＆ｍ＆ｍ’ｓのプチＤＩＹ＆デコレーションレッスン ¥1,728 1 パイインターナショナル 

マナーとお金まるわかり ¥1,296 1 日経 HR 

Café de N スクイーズ Collection Book ¥1,922 1 主婦の友社 

MY スクイーズファクトリーBOOK デザインパーツコレクション ¥1,782 1 宝島社 

もっちりふわふわ スクイーズで焼き立てパン屋さん手作り BOOK ¥1,706 1 主婦の友社 

 

 

 

 

【研修報告】 

 

 

 

 

 

 

研修名 日時 場所 内容 金額
教員研修：読み書きに困難を示す生徒
への文章指導アプローチと支持（株）

40,000

上記振込手数料 432
教員研修：家族支援について 家族支
援メンタルサポート協会

30,000

上記振込手数料 432

講演会：「新宿通級児親の会スイッ
チ」主催

2018年9月2日
（土）
13時30分～16時30
分

新宿区戸塚地域
センター 7F 多
目的ホール

『心配なあの子はダイヤの原石』 6,000

勉強会
2018年9月30日
（日）
9時～12時

目黒区目黒本町
社会教育館 第
１研修室

WISC-Ⅳ勉強会～解釈編～ 3,000

セミナー
2018年11月3日
（日）

大田区産業プラ
ザ6階D会議室

自閉症の方のパニックをゼロにす
る12の方法

4,500

勉強会
2018年11月18日
（日）
9時～12時

目黒区中央町社
会教育館 中央
町さくらプラザ
地下1階  第2研

 WISC-Ⅳ勉強会-対応編- 3,000

勉強会
2018年11月18日
（日）
13時～16時

目黒区中央町社
会教育館 中央
町さくらプラザ
地下1階  第2研

日常から読み解く子どもの特性ー
発達障害なの?発達グレーゾーン
なの?発達の遅れ?ー

3,000

講演会：品川区発達障害思春期サポー
ト事業 平成30年度第4回啓発講演会

2019年1月12日
（土）

品川区役所第3
庁舎 6階 講

『ADHDの理解と支援～幼児期か
ら成人期まで～』

500

日本LD学会 第２回研究集会 公開シンポジウム
2019年1月13日
（日）

上智大学 四谷
キャンパス 6号

「顕在化しにくい発達障害の支援
施策について」

2,000

2018年7月20日
（金）

15時30分～17時

池袋キャンパス
読み書きに困難を示す生徒への文
章指導アプローチと支持

2018年11月15日
（木）

15時30分～17時

池袋キャンパス
家族支援について 家族支援メン
タルサポート協会



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勉強会
2019年1月20日
（日）
9時30分～11時40

目黒区下目黒住
区センター第１
会議室

 WISC-Ⅳ勉強会-基礎編- 3,000

講演会：品川区発達障害思春期サポー
ト事業 平成30年度第4回啓発講演会

2019年1月12日
（土）

品川区役所第3
庁舎 6階 講

『ADHDの理解と支援～幼児期か
ら成人期まで～』

1,000

日本LD学会 第２回研究集会 公開シンポジウム
2019年1月13日
（日）

上智大学 四谷
キャンパス 6号

「顕在化しにくい発達障害の支援
施策について」

2,194

勉強会
2019年1月20日
（日）
9時30分～11時40

目黒区下目黒住
区センター第１
会議室

 WISC-Ⅳ勉強会-基礎編- 6,000

勉強会
2019年2月10日
（日）
9時30分～11時40

目黒区中根住区
センター第１会
議室

 WISC-Ⅳ勉強会-解釈編- 9,000

講演会：品川区発達障害思春期サポー
ト事業 平成30年度第5回啓発講演会
「」

2019年2月17日
（日）

品川区中小企業
センター 3階 大
会議室（西品川
１－２８－３）
西品川１－２８

『当事者が思う”こうしてほしい”
かかわりかた』NPO法人リトルプ
ロフェッサー副代表、臨床発達心
理士、当事者  綿貫愛子さん

500

花園大学心理カウンセリングセン

ター主催　発達障害セミナー２０１
８
-多角度からの発達障害の学び方-

7月28日

10:00～15:30
花園大学

①「当事者研究から見た自閉スペ
クトラム症」（熊谷晋一郎先生）
②「コグトレとは？～困っている
子どもの理解と支援～」（宮口幸

¥3,000

発達障がいフォーラム２０１８
大人の発達障がいから見る幼少期から
の関わり方や育て方

11月18日
13:00～16:25

桃山学院教育大
学

①「幼少期から青年期までの関わ
り方、育て方」（竹田契一先生）
②「発達障がい～大人になって困
ること～」（品川裕香先生）

¥500



【関東実施内容報告】報告者 五味美和教諭 

第 2 回キャリア学習（全 3回） 

実施日時 2019 年 1 月 24 日（木）5限 14:00～14:50   

出席者  1～3 年合同、出席人数：13名 

担当   五味美和（教諭）、森下優子（キャリアカウンセラー） 

 

 

ねらい 

５、自分と他人の違いを知る 

６、他人との関り方がわからない生徒が多いので、基本的な人との関りを学ぶ 

７、他者から見た自分を知り、自己肯定感を高める 

８、人前で話すことが苦手な生徒が多いため、話すことに少しでも自信を持てるようにする 

指導案：本時の展開 

段階 時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価 

導
入 

5min 

・本時のねらいと実施内容の説

明 

・心理テスト（バウムテスト） 

 ※色カードを回し、色が変わ

る状態見るなど実験する。 

・絵を描きたくない生徒もいると思

うが、自由に描かせるようにする。 

・心理状態は先生よりあとで解説が

返ってくることも伝える。 

・不信感を持

たずに描いて

いるか。 

・嫌がらずに

描 い て い る

か。 

展
開 

10min～ 

15min 

・パーソナルスペース（復習） 

 １、教員による説明・見本 

 ２、生徒が順番に体験 

・いくつかのグループに分け全員で

きるようにする。手本するときの注意

事項の確認を事前にする。できる思い

込みでやらない生徒が出ないように

すること。 

・距離感がつ

かめるか 

 

 

 

20min～

25min 

・聴き手の位置（ワーク） 

１、 横並び（各 30秒） 

２、 45 度の位置に座り直す 

３、 90 度の位置に座り直す 

４、 対面・正面に座る 

５、 上記踏まえｼｪｱﾘﾝｸﾞ 

・話し手の位置はそのまま、聴き手が

位置を変える 

 

・アナウンスによってかえていく 

・話を聴くこ

との難しさを

体験する 

・次回実施の視線について、注

意すべき点を説明 

次回の予告で注意点をしっかり聴か

せる。 

 

ま
と
め 

10min 

・課題（ボイストレーニング）

確認 

・振り返り 

・宿題の『滑舌トレーニングの簡易

版』２枚を復習。 

・シート記入させる。 

 



第２回キャリア学習 実施後の振り返り 

 

【バウムテスト】先生からの指示で皆特に不満を言うこともなく描いていた。一度提出し、次回返却する

ことも伝えた。攻撃性の強い生徒と自分に自信のない生徒が多いことがわかった。 

 

【色カード】緑が平常心、赤が苛立ち、外見とは違っている生徒が数名いた。 

 

【パーソナルスペース（復習）】前回は教員内での事前打ち合わせが徹底していなかったこととグループ

分けしていなかったことを反省に、遠い距離で精一杯な手本を見せ、無理に近づく必要がないことを示

した。3～4 名のグループ分けは、生徒間で実施できるメンバーになるように配慮して行った。普段仲の

良い生徒同士でも距離が近すぎることを教えてあげる場面もあった。今回は細かくグループ分けをした

のでやらない生徒はいなかった。 

 

【聴き手の位置ワーク】2 人 1 組になり、「話し手」と「聞き役」をＲＰで実施。話し手の位置はそのま

まで、聞き役が位置をかえていくのだが、位置によって、聴きにくさが出てくることを実感できたようだ

った。比較的落ち着いて話をできるのは横並びが多かった。数名対面が良いという生徒もいた。 

 

【ボイストレーニング練習シート】前回渡したシートの練習をしているか確認したかったが、実際に練

習していた生徒はいなかったので再度宿題として渡し、練習方法など伝えたが少し難しいようであった。 

 

【全体】本来、様々な生徒同士でさせた方がワークになると思うが、これがきっかけで登校できなくなる

恐れなどもあるため、実際には好き嫌いや苦手意識のある生徒などを考え、実施しやすさを考慮して行

った。各々の感想は次の通り。 

 

第２回 キャリア学習感想 

１バウムテストを描いてみて感じたこと 

 ・どんな結果が出るかなと思いながら描きました。 

 ・自然が好きです。自然体な木が好きです。 

 ・改めて自分は孤独でいる方が合っているし好きだと思った。 

 ・結構小さい、実が多い。 

 ・ありません。(2) 

 ・木の枝のところが回って絵の見えるすてきなカラフルバリエーションを薄く塗るのを表現してでき 

て良かったと思いました。 

・しっかりした木が描けなかった。アニメっぽくなってしまった。きのこは好きなので生かせました。 

・前に似たような心理テストをやったことがあります。 

・心、自分の心の大きさ。 

 

 



２パーソナルスペースについて 

 ・だいたい 20～30 ㎝離れるくらいがいかなと思いました。 

 ・0㎝ 0㎝ 0㎝ 思っていたよりも他の人は距離感があるんだと思いました。 

 ・自分のパーソナルスペースは思ってたとおり遠くて自分の視界に入るのが嫌だった。一人でいる方 

がいい。 

・○○とは距離が近かった。○○とは少し遠かった。  /  ・○○とパーソナルスペースが遠い。 

・少しつかめました。 

・距離感のお話も大盛り上がりで聞きやすく思うように伝えることができて良かったです。 

・あまり近すぎても緊張する。ちょうど隣の席くらいの距離がいいけれど大勢いたら無理。 

・後ろが狭いことがわかりました。 

・ちょうど声が聞こえるくらい。  /  ・100 ㎝ 

 

３聴き手の位置ワークについて 

 ・となりの方が直面より緊張しなかったのでとなりの方が聞きやすかったです。 

 ・正面が聞きやすくそしてしゃべりやすかったです。(2) 

 ・聞きやすい位置も話しやすい位置も真横だった。正面で聞く時はお腹がぞわぞわしてくすぐったか 

った。顔を見て話すのが苦手だった。 

・正面はなぜか顔をそらしたくなる。 

・違っていました。 

・左右ストップで方向は大変だったけれど楽しくできて良かったです。 

・いちばん目の前が良かったと思う。でも目を見て話すのはすっごく緊張する。顔が見えないのはな 

んか、、、。 

・90度が聞きやすかったです。(2) 

・人によって聞きやすい位置が違っていた。 

 

４ボイストレーニングについて 

 ・まだ家でやってなかったのでやってみます。 

 ・してません。(2) 近所迷惑です。 

 ・もらってないからわからない。 

 

 

第 3 回キャリア学習 （全 3回） 

実施日時 2019 年 2 月 21 日（木）5限 14:00～14:50   

出席者  1～3 年合同、出席人数：11名 

担当   五味美和（教諭）、森下優子（キャリアカウンセラー） 

 

ねらい 第２回と同じ 

指導案：本時の展開 



段階 時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価 

導
入 

5min 

・本時のねらいと内容の説明 

・バウムテスト返却、先生のコ

メントを参考にするように伝

える。 

・返却されたバウムテストの

コメントを見る様子を見て気

になる生徒がいれば声をかけ

る。 

 

展
開 

10min～ 

15min 

 

（１）良い聴き手になるための

ワーク（復習）→ 聴き手の位

置を変えるワークの振り返り 

・思い出せない生徒も多いの

と欠席していた生徒もいるの

で簡単に実践で振り返る。 

 

・視線（ワーク） 

１、顔（視線）は下を向いたま

ま、応答は、適当に応える。（30

秒） 

２、話し手の目をずっと凝視し

たまま応答は適当に応える。

（30秒） 

・話し手は話し続け、聴き手

が視線を変える 

・アナウンスによってかえて

いく 

・感想は手をあげて言っても

らう。 

・聞いてもらえないと

どういう気持ちにな

るか、また、あまりに

見つめられたらどう

いう気持ちになるか

体験してもらう。 

・姿勢（ワーク） 

１、後ろにのけぞる、ふんぞり

かえる、応答は適当に応える

（30秒） 

２、前に身を乗り出す、前傾姿

勢、応答は適当に応える。（30

秒） 

・話し手は話し続け、聴き手

が姿勢を変える 

・アナウンスによってかえて

いく 

・感想は手をあげて言っても

らう。 

・ひどい態度で聞かれ

たり、あまりに近い位

置で聞かれるとどう

いう気持ちになるか

体験させる。 

15min 

（２）否定されるワーク 

２人１組で相手が話してい

る内容をひたすら否定する。交

代で行う。（1分） 

・４つの部屋ワーク 

４つのグループに分かれる。 

別なグループをひたすら

否定し続ける。（1分） 

・４グループに分ける際に、

興味のあるもの４つに分類さ

せる。 

例）今ほしいもの 

 ①金メダル 

 ②どこでもドア 

 ③ポケＧＯ 

 ④１億円 

・個人で否定されると

どういう気持ちにな

るか、また集団で相手

を否定するときとの

感情の違いを学ぶ。 



 

第３回キャリア学習 実施後の振り返り 

 

【バウムテスト返却】かなり重たい状態の生徒もいたので、本人に当たり障りのないコメントにしてい

ただき返却した。生徒の中には、終了後先生のところに来て、なぜ自分の状態がそんなにわかるのかと驚

いてたずねる生徒もいた。 

 

【聴き手の位置ワーク（復習）】見本で見せた教員同士で再度実施状況確認のため実践で行い生徒の記憶

を戻した。「あの場所は気まずかった」などつぶやいている生徒もいてしっかり思い出せた様子であった。 

 

【視線の位置ワーク】2 人 1 組になり、「話し手」と「聞き役」をＲＰで実施。極端な２種類に絞って実

施。ここでのポイントはとにかく視線をあわせないことであったが、聞いてもらえないことのつらさは

なんとなく実感できたようである。２つめの凝視された場合は距離によっても違うことが実感できたよ

うである。 

 

【姿勢の位置ワーク】2 人 1 組になり、「話し手」と「聞き役」をＲＰで実施。視線はどこに置いてもよ

しとのこと、こちらも２つめに関しては距離によってもだいぶ違った様子。 

 

展
開 

10min 

（３）話を聞かないお母さん

（ワーク） 

１、２人１組になる。 

２、母役と子ども役でのＲＰ子

どもはとにかくお小遣いをも

らえるように母にねだり続け

る。母役は、理由を色々つけて

お小遣いを渡さない。 

３、先生役と生徒役でのＲＰ生

徒役は先生に２の愚痴を先生

に話す。そのときの先生の態度

で本人がどう思うか。 

・先生のペアで見本見せる。

その際に生徒が気持ちをただ

聞いて欲しいだけなのか、ア

ドバイスを欲しくて先生に話

したのか打ち合わせしてお

く。 

・話を否定されるので

もなく聞いてもらえ

ないとどういう気持

ちになるか体験する。 

・相手にして欲しいこ

とをしてもらえない

とどういう気持ちに

なるのか体験しても

らう。 

ま
と
め 

10min 

・今日の振り返りとキャリア学

習での学習の振り返り 

・課題（ボイストレーニング）

確認 

・シート記入させる。 

・宿題の『滑舌トレーニング

の簡易版』２枚を復習。 

 



【否定されるワーク（個人）】2人 1組になり、「話し手」と「聞き役」をＲＰで実施。そこまで否定しな

くてもいいのにと悲しく感じる生徒が多かった。一方相手を否定した経験がないのか否定することに戸

惑う生徒も見受けられた。 

 

【否定されるワーク（集団）】人数が少なかったので 2グループで実施。欲しいものはどっちかという内

容で「どこでもドア」「宝くじで１億円が当たる」、自分の欲しい方に入る。お互いのグループを否定しあ

うが、一人ではないので楽しいと感じる生徒もいた。個人とグループで否定されたり否定する時の感情

の違いを先生から改めてお伝えいただき、それぞれに色々と感じ取ったようである。 

 

【話を聞かないお母さんワーク（集団）】否定されないどころか一切話を聞いてもらえない体験をして、

中には「いつもの母親と一緒」という生徒がいる一方「少しは聴いてくれても、、、」とつらく感じる生徒

もいた。また、先生に話した時に、ただきいてもらいたかっただけなのか、それともアドバイスを求めて

いたのか、ニーズに合わないと人間はその人と話をしたくなくなるということも聞き、なるほどと思っ

た生徒も多かった。 

 

【振り返り】キャリア学習のまとめとして最後に先生から「メラビアンの法則」の話もいただいた。 

その人それぞれの価値基準があり、自分と他人は違う人間であることを認めていきましょうという内容

で終了した。話し方で相手の印象も変わることから次年度は話し方についての勉強も取り入れていくこ

とを伝えていただいた。 

 

【全体】木曜日は 2～4限で就労を合同授業で行っていて、この日もＧＷがほとんどだったせいか、その

体勢になれているようで、ＲＰも実施しやすかったように思う。自分と他人の違いを改めて知ること、人

との関わり方を学ぶことなど、実践で今後も学べるような機会を作っていくことが大切であると改めて

感じた。各々の感想は別紙の通り。 

 

 

 

 

 

 

第３回 キャリア学習感想 

１、バウムテストの先生からのコメントについて 

 ・ぼくは、自分のことをわかっていないと思いましたが、今日先生から「自分のことをよくわかって 

いますね」というこたえが意外です。 

・「木」もうちょっとしっかり描きたかったんだけれどどう描けばいいのかわからない。 

・良いことが書かれていて嬉しかったです。 

・目標があるのがわかるなんてすごいです。 

・まあまあ。  /  ・良いと思う。  /  ・いまいち。 



２、聴き手の位置・視線・姿勢のワークについて 

 ・ぼくは改めて正面から見つめ合って話をする方が言いやすいと思いました。 

 ・「話し手」→そもそも話が続かない。声が小さくて届いていたのか、、、。「聴き手」→見られると緊張 

して何話せば良いのかもっと分からなくなった。 

・話し手の時は、前かがみのときの方が相手が聞いてもらっている気がした。聴き手の時も前かがみ 

の方が聞きやすかったです。 

・正面がいちばん話しやすかったです。 

・普通。 

・正面の方が聞きやすい。 

・まあまあ。 

 

３、否定されるワーク（個人・集団）について 

 ・否定するのがつらかったです。 

 ・ちょっとイラッときた。なかなか自分の意見を聞き入れてくれないのはむかつく。ちょっとはきい 

てくれてもいいだろう。 

・否定する言葉があまり思い浮かばなくて難しかったです。自分の好きなものを話して否定されるの 

は少し悲しいと思いました。 

・個人ではペアを組んだ人が優しくて否定されませんでした。グループでは否定するのもされるのも 

面白かったです。 

・普通。  /  ・まあまあ。 

・個人でやったときは嫌な気持ちになった。グループでは、一人じゃなかったら多少平気。 

 

４、話を聞かないお母さんワークについて 

 ・話している間に時間が終わってしまいました。 

 ・じゃあ、私も話聞かないから、、、。 

 ・話をきいてもらえなくなるととても悲しかったです。 

 ・嫌な気分になりました。 

 ・特には、、、。 

 ・聞いてもらえないと悲しい。ちゃんと聞いて欲しいと思った。 

 

５、今後の自分に活かしたいこと 

 ・相手が話している時は相手の顔を見ることですね。 

 ・相手の目を見ながら話すのは緊張するけど頑張らないとだめだね、、、（基本だけど）。 

 ・面接の時、このキャリア学習を思い出して活かしてみようと思います。 

 ・もっとうまく人とコミュニケーションを取りたいです。 

 ・色んなところで。  /  ・人の話を聞く。 

 

 



【関西実施内容報告】報告者 寺西美加子教諭 

毎週火曜・木曜平均週 3時間   40 時間（前期）／40時間（後期） 

前期の実施内容、外部アドバイザーからの助言を参考に後期の予定初案を見直し修正を加え、2案を作成

した。2 案をベースに前期同様生徒の様子を見ながら臨機応変に対応しながら実施した。 

 

    後期実施予定案     後期実施内容 詳細 

              

41 体験 入社準備 41 座学 前期の振り返り・

夏の思い出を語

る 

約３か月振りの授業であったため、

前期の振り返り、後期の目標を記入

し、発表した。前期は想像以上に授

業に出席できたことが良かった、と

話してくれた。夏の思い出を話す時

間もとったが特に楽しかったことは

なく、あまり外出はしなかった様子。 

42 体験 入社式参加 42 体験 オリエンテーシ

ョン 

入社式準備 

入社式 

後期のスケジュールを確認。その後、

入社式の練習を反復しておこなっ

た。起立・礼・着席、の動きが何度も

あり、しんどそうであった。入社式

は吉田教頭にきていただき、緊張感

をもって最後の 10分で実施。入社式

の中で採用辞令を教頭から授与。 

43 体験 入社後の研修①（電

話のかけ方） 

43 体験 電話応対① 新入社員として、電話の応対時の心

構えや対応の方法について学習し

た。特に電話に出るとき、切る時の

あいさつを丁寧にして欲しいことを

伝えた。お互いが円滑に気分よく電

話ができるように対応して欲しいと

伝えた。 

44 体験 入社後の研修②（メ

モを取る） 

44 体験 電話応対② 電話応対の実践を行った。実際に電

話を使用した。前の時間で行ってい

たことを思い出し、台本を用い流れ

を学習した。慣れないことで苦戦し

ていたが、最後にはしっかりと対応

出来ていた。 



45 体験 入社後の研修③（名

刺交換） 

45 体験 名刺作成① 名刺作成。作成前に様々な種類の名

刺を見せ、どんな名刺が良いか、会

社のイメージカラーは何色か、一緒

に考えた。パワーポイントを用いて

作成。想像以上に時間がかかり、４

限も引き続き、作成した。 

46 体験 入社後の研修④（来

客対応） 

46 体験 名刺作成② 会社ロゴも完成し（スマートフォン

のアプリで作成）、ロゴ入りの名刺が

概ね出来上がった。次の時間に、最

終確認をして、プリントアウトする

予定。 

47 ケア キャリアカウンセ

リング① 

47 体験 名刺作成③ 欠席していた生徒へ他の生徒が教え

る形で、協力しながら名刺を作成。

授業の後半は、裁断機を使用して、

名刺を完成させた。裁断機の使用は、

かなり手こずっていた。その後、お

互い交換をした。 

48 ケア キャリアカウンセ

リング② 

48 座学 報告・連絡・相談 社会人のホウレンソウについて学

習。様々な事例をだしながら、社会

人としてどういった動きをすべきな

のか、自分ならどうするか、話し合

った。終始、難しそうな表情をして

いた。 

49 座学 一般常識学習 49 座学 一般常識① 国語（常用漢字の読み書き、故事成

語）と、英語（単語の意味、対義語、

用法）を行った。カタカナを漢字に

書くところは苦戦していた。他はま

ずまずだった。 

50 座学 業務受注、業務内容

など確認 

50 座学 一般常識② 2018 年に成立した法案やについて

行った。 

51 座学 役割分担、スケジュ

ール確認 

51 ケア キャリアカウン

セリング 

カウンセラーの小島先生よる特別授

業。定期的に小島先生のカウンセリ

ングを受けているため、リラックス

した様子であった。働く人のメンタ

ルサポートについて学んだ。 

52 体験 業務開始① 52 ケア キャリアカウン

セリング 

引き続き、カウンセラーの小島先生

よる特別授業。働く人のメンタルサ

ポートについて学んだ。 



53 体験 53 体験 業務① 業務①（事務センター実施） 

はじめての業務。この時期、寒くな

ってきたこともあり、欠席者が増え

た。事務センターで複数の初対面の

職員と挨拶や名刺交換をおこなっ

た。タイムカードの使用。業務内容

は、リポート作成。職員から説明を

聞き、実際に印刷機や折り機を使用

し、冊子のリポートを作成した。 

54 体験 54 体験 業務① 業務①（事務センター実施） 

引き続き職員に手伝ってもらいなが

ら、リポートが完成した。今回はは

じめての業務であったが、かなり緊

張している様子であった。質問した

り、メモをとったりすることはなか

なか難しかったが、一つ一つ真剣に

取り組むことができた。 

55 体験 55 体験 業務② 業務②（事務センター実施）事務セ

ンターで挨拶と名刺交換。タイムカ

ードの使用。業務内容は、発送作業

の手伝い。前回に引き続き、職員の

説明を聞き、業務に取り組んだ。送

付物印刷、宛名シール貼り、送付物

を封筒に入れる、のり付けの作業を

主に行うことになった。 

56 体験 56 体験 業務② 業務②（事務センター実施） 

一つ一つの作業に時間がかかったた

め、職員にも同じ作業を目の前でし

ていただき、見ながら業務を進める

ことになった。指サックをはじめて

使うことになった。 



57 座学 業務①回顧 57 体験 業務③ 業務③ 

名前ハンコ作成 

業務にあたるにおいて、様々な場面

でハンコが必要になることを作成前

に 2 人に伝えた。ハンコを使用する

場面（重要な案件の時に、決裁する

場合やお金の受け取りなど）を挙げ

てイメージを高めた。教員側で用意

したハンコの見本（名前入りのもの）

をトレーシングペーパーで写し、ハ

ンコのもととなるものに書き写し

た。 

58 座学 給与支給/給与勉強

会 

58 体験 業務③ 業務③ 

ハンコ作成。それぞれの名字のハン

コが完成した。 

59 座学 銀行の役割/口座の

作り方 

59 座学 経済のしくみ① お金の種類、財やサービス、家計に

ついて学習。内容が難しいため、心

配していたが、クイズ形式ですると、

色々とアイデアをだしてくれ、楽し

く授業を進めることができた。 

60 体験 八洲銀行に口座開

設 

60 座学 経済のしくみ② 銀行のしくみ、銀行口座、お金の支

払い方、通貨について学習。銀行の

しくみや口座の関しては、授業で取

り上げるのは、なかなか難しく感じ

た。 

61 体験 業務開始② 61 ケア キャリアカウン

セリング 

カウンセラーの小島先生よる特別授

業。職業選択について。 

62 体験 62 座学 マナー学習 会話内で、お箸の使い方が苦手とい

う発言があったため、正しいお箸の

使い方について授業を行った。実際

に複数、お箸や箸袋を用意し、使い

方や箸使いのマナーについて学習し

た。最後に、箸袋で箸置きを折った。 

63 体験 63 体験 

座学 

前半：コンプリメ

ントシャワー 

後半：整理・整頓・

清掃 

横浜分校で実施されたコンプリメン

トシャワーを実施。寺西も加わり、

おこなった。真剣に取り組み、有意

義な時間となった。後半は、整理・

整頓・清掃について話をしながら、



次の時間の業務説明を行った。 

64 体験 64 体験 業務④ 業務④（事務センター実施） 

教室の整理・整頓・清掃を実施。時

間があまりなく、文房具棚の整理・

整頓、作品の展示を中心に行った。

次の時間に、業務を継続する。 

65 座学 業務②回顧 65 体験 業務④ 業務④（事務センター実施） 

教室の整理・整頓・清掃の続き。『図

書コーナー』『靴置き場』『立入禁止』

など、必要な掲示物をパソコンで作

成した。 

66 座学 冠婚葬祭マナー学

習 

66 体験 業務④ 業務④（事務センター実施） 

前回の授業で作成した掲示物を、ラ

ミネート加工し、貼り付け。掲示物

に色を塗る作業は楽しそうであっ

た。ラミネーターは、慣れるまで、

入れる作業が難しそうであった。2

人とも、教室が使いやすくなったと

思う、使いやすいようにいろいろで

きて楽しかった、と言っていた。 

67 ケア キャリアカウンセ

リング③ 

67 座学 業務⑥の打ち合

わせ 

業務⑥の打ち合わせ。業務内容はパ

ワーポイントの作成。学校内の思い

出の場所や教室を巡りながら、その

場所の紹介をしていく、パワーポイ

ントの作成を依頼した。時間中に、

思い出の場所５つと、その理由を各

自で書き出した。 



68 ケア キャリアカウンセ

リング④ 

68 体験 業務⑤ 業務⑤ 

大量の科目ごとにわかれているプリ

ントを、数えていく作業をお願いし

た。指サックが上手く使えず、最初

はかなり苦戦して時間がかかってい

たが、少しずつ慣れていたようで、

黙々と取り組んでいた。それぞれ同

じプリントの数を数え、最後につき

合わせ、答え合わせをした。数が違

う科目は、再度数え確認した。 

69 体験 業務開始③ 69 体験 業務⑥ 業務⑥の打ち合わせ。パワーポイン

ト作成のため、思い出の場所５か所

を巡り、写真を撮影した。 

70 体験 70 体験 業務⑦ 業務⑥（事務センター実施） 

校内にある購買部の在庫数を確認し

た。それぞれ同じ物品の数をそれぞ

れ数え、最後につき合わせ、答え合

わせをした。数が違う物品は、再度

数え確認した。前回より、集中して

取り組めていた。 

71 体験 71 ケア キャリアカウン

セリング 

カウンセラーの小島先生よる特別授

業。職場のコミュニケーションに関

して学んだ。 

72 体験 業務開始③ 72 ケア キャリアカウン

セリング 

カウンセラーの小島先生よる特別授

業。職場のコミュニケーションに関

して、学んだ。 

73 体験 73 体験 業務⑥ 業務⑥（事務センター実施） 

パワーポイント作成。情報の教員が

担当。パソコンが苦手な生徒も教え

てもらいながら、黙々と作業に取り

組んだ。 

74 体験 74 体験 業務⑥ 業務⑥（事務センター実施） 

引き続き、パワーポイントの作成を

進めた。 

75 座学 業務③回顧 75 体験 業務⑥ 業務⑥（事務センター実施） 

引き続き、パワーポイントの作成を

進めた。 



76 ケア キャリアカウンセ

リング⑤ 

76 体験 業務⑧ 業務⑧（事務センター実施） 

中等部卒業生とへのメッセージカー

ド作り。昨年度のメッセージカード

を見せ、今年度はどのような形にす

るのか、ネットで検索しながら、考

えた。Ａさんは細かい作業が好きで、

色々な意見を出してくれた。 

77 座学 社会常識学習 77 体験 業務⑧ 業務⑧（事務センター実施） 

中等部卒業生とへのメッセージカー

ド作り。 

78 体験 退職願作成/疑似通

貨の清算 

78 体験 業務⑧ 業務⑧（事務センター実施） 

中等部卒業生とへのメッセージカー

ド作り。 

79 体験 お別れ会 79 体験 業務⑧ 業務⑧（事務センター実施） 

中等部卒業生とへのメッセージカー

ド作り。 

80   １年間の総まとめ 80 体験 業務⑧ 業務⑧（事務センター実施） 

中等部卒業生とへのメッセージカー

ド作り。16 名分、完成。 

最後の３０分で、１年間の振り返り

と、給与計算、精算等おこなった。 

 

 

〇業務体験の量を増やした経緯：高校生活５年目で、就職を考えていた生徒がいたため、より就労を体験

できる内容を増やすことを心掛けた。一時期欠席が増え、心配していたが、業務について、何事も積極的

に取り組めていた。前半は、事務センターの職員の皆様にご協力いただき、職員の方々から、実際に業務

を教わったり、交流したりする機会を多く取り入れた。少しずつ、環境に慣れてくると、後半は、自分で

黙々と取り組む作業も多く取り入れた。様々な業務に取り組む中で、どういう作業が楽しいのか、苦手な

のか、話をする機会を多く作った。生徒自身、業務を通して、好きなことには少しずつ自信を持って取り

組むようになったと感じる。 

 

〇就労支援学習というテーマの必要性：１年間の継続した就労支援学習は、生徒たちにとっても、教員に

とっても、はじめての経験だったが、全体を通して楽しく取り組むことができていたように感じる。座学

の授業ではみられない表情を見ることができた。業務の最初は、不安そうな顔をしていたが、慣れてくる

と、好きな作業の時は、特に前向きに取り組んでくれた。2年目は、さらに外部での業務体験も考えたい

と考えている。 

 

〇キャリアカウンセラーの必要性と活用方法：前期ではキャリアカウンセリングは３時間実施。後期は



５時間の実施。カウンセラーの先生との対話形式で、自分の気持ちの整理を行う時間もあった。終了後に

は、生徒から、生きていくうえで役立つことが学べた気がする、という声があがった。 

 

〇1 年間なんとか終えることができた。中でもＡさんに関しては、４年間、他の生徒と一切話すこと、交

流することがなかったため、授業内で、他の生徒と交流することは、良い時間になったのではないかと思

う。ただ、今回は、たまたま 2 人とも共通点や似たところも多く、良い雰囲気で進めたことが多かった

が、来年度は、今年度のように進まない部分も多数でてくると考える。 

 今年度、前期終了後に、後期実施案を作成したが、後期の授業をすすめる中でも、色々と改善点や変更

点がでて、後期の実施案も大幅に変更するに至った。実施していく中で、変更点が多数でたため、全体的

にまとまりがないところは、反省点の一つである。来年度は、新しく増える生徒もおり、実施中に、シラ

バスを変更していくことも想定される。さらに内容を構築していくために、変更や改善をしながら、引き

続き、取り組みを進めていきたい。 

前期開始時は、１年間の授業終了時に、模擬会社を廃業をするつもりであったが、生徒が自分たちが作っ

た会社に愛着をもってくれているので、廃業をせず、会社を存続させることに決めた。 

お金についての学習は、全く思ったように進まず、最低限の取り組みとなった。来年度は、２年目となる

生徒もいるため、改善していきたいと考えている。 

 

 

生徒の感想（一部） 

〇A さん：印象に残った学習ベスト３：①お茶をいれる ②卒業生へのカード作り③プリントの枚数数え 

理由：全部楽しかったから 

業務はとても楽しかったです。もくもくと作業することが好きなことがわかりました。就職までの流れ

体験は、履歴書を書くときや、求人票を見るときなどの参考になって助かったし、面接の練習が少し早く

できてよかったと思う。一般常識や社会常識は、めんどくさい、社会人は大変だと思った。パソコンへの

苦手意識は少しうすまってきたようです。でもむずかしい。 

 

〇B さん：印象に残った学習ベスト３：①卒業生へのカード作り ②教職員へのインタビュー③面接練習 

理由：①楽しかったから ②③とても緊張したから 

面接練習では、はきはきと話すことが大事だと思った。入社式は、教頭先生がきてくださったので、少し

緊張したが、しっかりと返事をすることができた。事務センターの業務では、わからないところはわかる

人に聞き、何度も復習して仕事を覚えていくべきだと思った。卒業メッセージカード作りは、大変だった

けど、カードを見て少しでも喜んでくれたらうれしいと思った。たくさんの人と名刺交換をして、緊張し

た。ハンコ作成は難しかった。 

 

 

 

 

 



1 年間全 80 時間をおこなってみて、現時点での 2019 年度案が以下の通りとなります。 

前期 

  1 年目 ２年目 

1 学習スケジュールの確認 

2 準備 

・自分を理解する 

・職業を知る 

疑似会社準備 

・どういう会社を作るか 

・欲しい人材 

3 

4 

5 

6 

7 

8 キャリアカウンセリング 

9 

10 就職活動の方法と流れ 会社設立準備 

11 

12 採用試験対策 採用試験準備 

13 

14 

15 

16 

17 採用試験 

18 採用試験回顧 

19 一般常識・社会常識学習 

20 

21 ビジネスマナー・お金について学ぶ 

22 

23 入社式参加 入社式準備 

24 

25 入社後の研修 入社後の研修実施 

26 

27 

28 

29 

30 

31 名刺作成体験 

32 

33 キャリアカウンセリング 

34 



35 業務受注、業務内容など確認 

36 業務① 業務①（サポート） 

37 

38 

39 

40 まとめ 
   

後期 

  １年目 ２年目 

41 役割分担、スケジュール確認 

42 業務② 業務②(サポート) 

43 

44 

45 

46 

47 お金について学習 

48 

49 給与支払い/八洲口座開設 

50 

51 業務③ 業務③（サポート） 

52 

53 

54 

55 

56 ビジネスマナー学習 

57 

58 キャリアカウンセリング 

59 

60 業務④ 業務④（サポート） 

61 

62 

63 

64 

65 社会常識の勉強会 

66 

67 キャリアカウンセリング 

68 



69 業務⑤（一部外部で実施） 

70 

71 

72 

73 

74 

75 

76 疑似通貨の清算 

77 お別れ会 

78 

79 まとめ 

80 

 

 

【外部アドバイザー助言】 

①松隈先生 

まずは、報告ありがとうございました。視覚的なことを取り入れると非常に生徒にとって、ものすごくわ

かりやすいのかなというふうに感じました。二つ目ですが体験型というのが生徒にとって、頭での理解

ではなく体での理解することが多くて素晴らしいなと感じました。特に話を聞かないお母さんという体

験は、親御さんにもぜひやっていただきたいなと思うような内容でした。三点目ですが、さまざまな客観

的に自分を見なおせるワークを多く取り入れられていて、自分の意識を高めるというのが一番最も大事

なことだと思いますから、その観点が多く取り入れられていることが非常に素晴らしい取り組みだと感

じました。四つ目として、例えば否定されるのが嫌だなぁという感想を持っていてる生徒に対し、その次

のワークとして、じゃあ否定をされるって嫌だよね、ではどうやって相手に対してネガティブなフィー

ルドワークを否定にとらえられずに伝えるのだろうというようなところを話し合ったりとか練習したり

っていうのも次のステップで必要になってくると思います。そういった次に繋がる一緒に考えるような

内容があればいいかなと考えました。 

五つ目なんですけど、私は写真を使ったワークというものを他にもできると思っています。ポジティブ

サイコロジーには人生における意味ってい～meaning in life～っていうワークがあります。自分自身の

人生の意味とかその価値ってなんだろうと考えるものです。 

自分自身の人生を意味づけをするもの、何が自分の人生の価値を与えてくれているのかを考え、その写

真を９枚から１２枚撮ってくるようにという指示を出し、一週間かけて写真を撮ってもらいます。それ

を持ち寄り、どうしてこの写真を撮ってきたのかを説明する文章を作成するというアクティブがありま

す。それを行なうと、その前後で実際にポジティブな感情が高まり、ネガティブな感情が下がるので、自

分自身の人生が意味を持ってると感じることができたりします。また、自分の人生にはどんな意味があ

るんだろうという探求が減ったりしたりもします。探し続けても仕方がない時ありますよね。それが実

際下がるという研究データもあります。簡単なワークなんですが、自分自身の視覚も通し、考えきっかけ

としても紹介させていただきます。 



まずは、今回の推進事業での取り組みは、体験がベースにある為、作業のタスクベースにある実際に何か

するものっていうのが目の前に出る分、達成感であったり、何か新しい経験をする中で生徒さんたちも

とても楽しかったという感想や発言があり、それが生徒の自信に繋がり、生徒のやる気のサイクルを加

速させることになっているのは、非常に効果的で素晴らしい活動だと感じました。 

最後に一点、さらに今後就労という点に関して考える中で、いろんな考え方があるので一意見として聞

いていただきたいのですが、私自身の価値観として、「時間＝お金」ではないと感じています。今の若い

子たちが４０、５０歳台になった時には、この「時間＝お金」という価値観はほとんど崩壊している状態

ではないかと想像しています。自分がどのような付加価値を生み出すことができたのかが、お金の対価

であるという価値観が主流になっているような気がしています。ですので、これだけの時間働いたらこ

れだけの賃金がもらえるという視点のみで指導してしまうと、本当に貧しい考えになってしまう恐れが

あるので、その時間に自分がどのような付加価値を与えることができ、それに対してお金をもらうこと

ができているという価値観を教えていくというのも大切ではないかと感じています。その上で、実体験

を通し、どのように付加価値を生み出せばよいのか、結果働くって何なんだろう、自分が何に価値を生み

出しているのかなどと考える中で、前期に学んだ生き方や働き方を考えよう、自分の長所を見つけよう

などが後期の実際の業務にどこまで紐付されているのかがとても重要になると思います。目の前で作業

をするからお金を貰ってるということだけではなく、そのことが前期に学んだ働き方や生き方を考える

というところにどのように繋がっているのかいうのを話し合いをさせたり、目の前の作業っていうもの

がただの作業ではなく、どういう意味があるのかな、なんの価値を生み出しているのかっていうのを考

えられる機会を作り考えることは、将来を見据えた時に非常に重要になる視点かと思います。 

 

 

 

②林尻先生 

関西のご報告を聞いてまず思ったのは、やはりこの世代の生徒さんっていうのはとてもアイデンティテ

ィを確立する上で一番大事な時期というところなのだと再認識しました。ただでさえそういう時期に実

体験を通し達成感を味わうことができるこの取り組みは評価できると思います。この体験を通し、生徒

の感情に何か芽生えたり、アイデンティティに少しでもプラスの影響があることはとても良いことだと

思いました。 

私自身、体験型というのは非常に素晴らしい取り組みだと思っています。我々社会人も新しい取り組み

をする時には周りのみんなの協力のもとおこなうことが多く、そういった流れの中で学ぶ機会を得るこ

とができていることは生徒さんにとっては有意義な時間と言えると思います。 

私は大田区に事務所があるのですが、川崎の取り組みでパターン・ランゲージという勉強会をここ数年

ずっとやっています。パターン・ランゲージというのは建設・建築用語だと思うんですけども、要は働く

側、障害がある側と企業側が双方入れ替わって逆側の経験をするというものです。今までは知的障害の

方を中心に障害者雇用を進めてきていましたが、昨年の四月から精神障害の法定雇用も算定ということ

で、精神障害も積極的に採用していきましょうっていうことになり、精神保健福祉手帳の取得は従来ま

での知的障害、身体障害の雇用ということ以外に注目されています。精神障害は、簡単にいえばコミュニ

ケーションの障害です。企業としてみたら、採用するのは構わないが、どのように接していいかわからな



いし、どのような準備をすればよいかなどわからないことだらけというのが本音だと思います。ですの

で、昨年の四月から就労移行支援のほかに就労定着支援というのが出来たことも、いかに精神に障害を

持ってる方の定着率を高めていく必要性があり、そのためにどのような取り組みが必要なのかを積極的

に考えていかないといけないと実感しています。その様な状況の中で、この推進事業のように採用する

側と採用される側というような逆の立場の経験、あるいはこういうロールプレイも含めた経験・体験と

いうのは生徒さんにとっても印象的ですし、先生方にとってもすごくいい経験になるのではないかなと

思いました。私もパターン・ランゲージの取り組みにずっと出ていますが、その体験した企業の方から精

神障害の方を腫れもの扱いをしていた自分自身にとても反省しているという生の声があったり、伝える

ということ一つとっても健常者だからできる、障害者だからできないという単純なものではなく、もっ

と本質的な部分で検討が必要というような意見もあり、とても勉強になる機会となっています。 

そすから、当事者の経験だけでなく双方の経験がより深まることで理解がどんどん深まっていくことを

期待したいですし、この大事なアイデンティティが確立されようとするこういう年代であればこそ、な

おさらこのような学びの機会は必要だと感じました。 

 

③伊藤先生 

報告の中に他人を否定する、他人に否定されるというワークがありましたが、私の立場から見させても

らって感じることは、否定されるというのは神経症系の方にとってはかなり苦い体験としてトラウマに

なってる可能性が非常に高いと思います。 

統合失調症の方においてはあまりピンとこない方も多いんですけど、疾患においてはかなり敏感なので、

そのあたりの配慮はもっと細かく神経質に考え準備されるとよいと思います。パーソナルワークで我々

も面談をやっているんですけども、お子さんに対してもやっぱりどういう位置がいいのか、どのような

言葉がけがいいのか、どういう目線で向き合えばよいのかなどとても気を遣いながら治療していきます。

やはり、パーソナルワークで先生方も体験してお子さんにあったような話しやすい、安心安全な場を作

るパーソナルスペースっていうのを模索していく必要があるのかなというふうに思いました。 

精神障害者手帳を持っている生徒さんがいましたが、コンスタントに出席ができるということで、不規

約指導とかなり安定しているお子さんなのかなとは思うのですが、やはり鬱剤を併用していますとその

日その日の調子が不安定になりがちなこともあり、登校がままならないお子さんもいっぱいいるし、そ

の日その日の取り組みや活動などの刺激に対し、不安を抱くお子さんはとっても多いので、そのあたり

の配慮は教育的視点以外での配慮お言うのも意識していただきながら進めるべきだと思いました。疾患

別によっても対応の差がかなりあり、フォローの仕方も違うと思いますので、統合失調症の方とか鬱の

方とか知的障害の方においてもその方の特徴を得ながらの先生方の対応をきめ細かくさせていただいた

らどんどん伸びしろがあるのかなと思いました。 

また、お金の管理に関してですが、総じて１０台のお子さんは、お金の管理ができていません。お金の管

理なんですけども、入院をしててやはり入院治療に対してコンビニに行きたいとかシャツが必要だから

お母さんに頼みたいだとか我々もお金の管理を入院治療ではしてないんですけども、十代のお子さん大

体の方がお金の管理がすごくできないんですよね。お金は湯水のようにわいてくると勘違いしているよ

うなお子さん、お金の使い方や貯め方が理解できていないお子さんなど、一から教える必要があると思

います。それに伴い就労に対しての知識をつけていく必要があると思います。このあたりについては、き



め細かく対応してあげる必要があると思います。就労に対して漠然とわかってないことが多く、自分の

将来についても、ビジョンが漠然で具体的ではない為、このような体験を通し学んでいける機会という

のはとても貴重な機会だと思います。じっくり腰を据えてお子さんに係る気持ちで、ご苦労は多いと思

いますが、教員のみなさんも頑張っていただければと思います。 

 

④東鬼先生 

私の経験上、一番問題に感じているのは援助希求ができない子が多いということです。企業の方ともよ

く連絡をとりあってよくお話をするのですが、業務にはいろいろなケースがあって、わからないことが

あれば聞いてくれればいいのに聞けないとか方が多いとよく耳にします。ＡＳＰとかのお子さんは特に

そういったタイミングで聞くことができないことを気にしてるのではないかと思います。 

ＡＤＨＤのお子さんなんかだと指示を一本に絞ってくださいとお願いをしたにも関わらず忙しいと、複

数の指示が本人に行き、その結果本人はどれからやればいいのかわからなくなり、混乱してその場から

帰ってしまって、そのあと一週間家出をしていなくなってしまったとかそんなケースもありました。 

推進事業の取り組みで色々な体験をさせていることは素晴らしいこだと思いますが、援助希求の仕方と

かメンタルの立て直し方、たとえばストレスコーピングをしっかり教えてあげるとかそういうような自

分のメンタルの立て直し方なんかにももう少し時間を割いてもいいのではないかなと思いました。 

また、お金の管理に関しても特に双極性の子は要注意で、双極性で一気に使っちゃった後に気持ちが落

ちてくると「あの時なんてことをしてしまったんだろう」ということになります。お金の管理はほかの学

校で三年生にやらせていましたが、金融庁の方も使いやすい冊子や情報も仕入れることができますので、

そういった内容も上手に使いながらやっていったらいいんじゃないかなと思います。 

企業の方にもよく呼んでいただいてお話しさせていただいてるんですけども、会社によっては手あかの

ついてない子が欲しいんだよねっておっしゃる方もいらっしゃるんですよね。手あかのついてないって

なんなんですかその物の言いようはっていったことがあるですけども、やはり、困ったときに自分でど

うするのかというのをそういうことを教えて欲しいということはよく言われます。電話のかけ方などの

スキルアップをはあ k ることも大事ですが、将来を見据えメンタルの時間をもう少しカリキュラムに入

れてもよいかなと思いました。前にもお話したかもしれないんですけども、話す際の距離感がやたらと

近いなどははっきり伝え、教えていくしかないと思います。ロールプレイの中で学ぶというよりは、ハッ

キリこれは良し、これは駄目というようにはっきり伝えることも大事だと思います。 

就労を前提としない実習をやらせてくれる企業はたくさんありますので、二日とか三日でも構わないの

で、本当に機が熟した段階でこういった経験をさせることもよいのではないかと思いました。全く知ら

ない人たちとの中で経験することは、成し遂げた時にはかなりの達成感が得られると思います。 

 

 

 

 

 

 

 



【今年度の収穫】 

①昨年度よりさらに教員の就労支援に対する意識が高まった。 

②キャリアカウンセラーとの連携の必要性と双方の歩み寄りにより、生徒に寄り添った教育活動と就労

支援活動のかたちが出来始めた。 

③生徒が抱える多くの課題（発達障がい、規律性調節障がい、アスペルガー、統合失調症、コミュニケー

所障がいなど）に対しての知識の向上とそれに対して決めつけることなく、教員同士横の繋がりをもっ

て話し合う機会がとても増えた。 

 

【来年度への課題】 

①キャリアカウンセラーとの連携をより密にし、複数の視点を以って生徒に接し、就労支援のサポート

を展開していく。 

②2019 年度は、推進事業 3 年目を迎え、この研究の完成年度と位置付ける年になるため、本校分校のみ

ならず、関連校などへもこの活動を波及させていく。 

③集団での活動が非常に難しい現状があり、3・4 名のグループが理想のかたちであり、担当教員の数な

ど物理的な問題も含め検討の余地あり。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


